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法政大学キャリアデザイン学部
連続シンポジウム 第15回
グローカル人材を創る
社会はどのような人材を求めているのか
大学教育は今何に取り組むべきなのか
【概要】
　開催日：2014年 10月 18日（土）13：00～ 16：35
　場　所：法政大学 市ケ谷キャンパス ボアソナード・タワー 26階　スカイホール
【プログラム】
　1．開会の挨拶
　2．解題
　3．第 1部 パネルディスカッション
　4．第 2部 パネルディスカッション
　5．質疑応答
　6．閉会の挨拶
開催趣旨
　今、社会から求められている人材とはどのような資質、能力を備えた人材であるのか、その要請に対し
てキャリアデザイン学部はしっかりこたえてきたのかを検証し、キャリアデザイン学部に足りないものは
何か、社会からみたキャリアデザイン学部の役割を再考する機会とする。さらに、これからどのように進
むべきかの指針を示す。
　社会から求められている人材をグローカル人材と考え、このような人材が求められる背景、および本学
部が社会の要請に応えることができているのか、何が十分で何が足りないのか、これから何をすべきかに
ついて議論を進め、本学部の今後の取り組み、グローカル人材の育成に対する示唆、知見を共有する。
＜パネリスト＞
　小野由美子氏： （当時）ウォール・ストリート・ジャーナル日本版編集長兼ダウジョーンズ経済通信日
本語サービス編集長
　遠藤洋路氏：青山社中株式会社共同代表、法政大学兼任講師
　山田泰雄氏：株式会社日立製作所人事勤労本部タレントマネジメント部教育企画グループ部長代理
　中野貴之：法政大学キャリアデザイン学部教授（学部主任）
＜モデレーター＞
　高野良一：法政大学キャリアデザイン学部教授
Symposium
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武石（司会）　定刻になりましたので、キャリア
デザイン学部連続シンポジウム、今年は「グロー
カル人材を創る」というテーマでこれから始めた
いと思います。4時 30分までの時間になっており
ますが、皆さま、よろしくお願いいたします。私、
今日の司会進行を務めさせていただきます、キャ
リアデザイン学部の武石と申します。よろしくお
願いします。
　最初に法政大学の佐藤良一常務理事から、ご挨
拶をいただきたいと思います。よろしくお願いい
たします。
開会挨拶
佐藤良一（法政大学常務理事）
　皆さん、こんにちは。ただいま紹介いただきま
した佐藤です。本日はキャリアデザイン学部のシ
ンポジウムにおいでいただき、ありがとうござい
ます。最初に今日このような形でシンポジウムを
開催するのに、ご尽力をいただいた関係者の皆さ
まにお礼を申し上げたいと思います。
　本日、設定されているテーマは「グローカル人
材を創る」です。“Think globally, act locally” と
よく言われますが、今回のシンポジウムでキー
ワードになっている「グローカル人材」について
は、お手元のパンフレット、チラシでは次のよう
に定義されています。
　「（1）多様な価値観、文化を理解することので
きる豊かな教養と幅広い知識に支えられたグロー
バルな視野をもちながら、（2）目の前にある “ 現
実 ” の課題を “ 実際 ” に解決していくことのでき
る人材」と定義する。グローバルに考える、グ
ローバルに視野をもつ、そしてローカルにアク
ト（行動）する。この両方を兼ね備えた人材を
グローカル人材と定義をして、それをいかに育
てていくかということを、シンポジウムを通じ
て一緒に考えていきましょう、というのが今回の
テーマだと理解をしています。グローバルな視野、
“Think globally” といったときに、すぐに私の頭
に思い浮かんだのは、アップルのキャッチコピー
の “Think Diﬀerent” です。つまり空間的な広さ
だけではなく、さまざまな視野からということを、
グローバルの中に置いて考えるといいのでないか
と思いました。
　今回のキャリアデザイン学部のシンポジウムの
取り組みを、大学の最近のグローバルの取り組み
に引き寄せて紹介したいと思います。この間、法
政大学ではまずグローバル人材の育成ということ
で、3年前から「経済社会の発展を牽引するグロー
バル人材育成支援」というテーマで、さまざまな
取り組みを行ってきました。その一つは英語教育
です。会話する力を強化するというプログラムも
その中にありますが、単に英語だけではなく今回
の学部のシンポジウムのテーマのような試みもさ
まざま行っています。
　もう一つはつい最近、法政大学がいわゆる
SGU（スーパー・グローバル大学）に採択された
ことです。掲げたテーマは、「課題解決先進国日
本からサステイナブル社会を構想するグローバル
大学の創成」です。先ほど “Think globally, act 
＜学生発表者＞
　柳原美希：キャリアデザイン学部 2011年度卒
　岡村　健：キャリアデザイン学部 4年生
　張　洪赫：キャリアデザイン学部 2年生
＜司会・趣旨説明＞
　武石恵美子：法政大学キャリアデザイン学部教授
　酒井　理：法政大学キャリアデザイン学部准教授
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locally” という言い方をしました。「課題先進国日
本から」というベクトルを考えるとすると、それ
はローカルという場合には狭い意味の地域だけで
なく国もふくみ、それから広い意味の地域である
国際関係、さらに世界全体というグローバルへと
つながっていきます。
　先ほど「グローバルな視野に立って、ローカル
な課題解決力を身につけている人」ということで、
グローカル人材という定義を紹介しました。「課
題先進国日本から世界へ」というベクトルを考え
るとすると、それは「ローカルからグローバル
へ」となります。あまりこういう造語はないので
すが、今朝電車に乗りながら思いついたものとし
て、ローカルを先にしてグローバルを後にすると、
「ローバル」という言い方も、もしかしたらある
かもしれません（笑）。
　何が言いたいかというとグローカル、つまり「グ
ローバルからローカルへ」、逆に「ローカルから
グローバルへ」。やはり両方のベクトルを往復さ
せながら、グローバルな視野に立ってローカルな
問題を解決することが必要でしょう。日本という
ローカルなところで得た課題解決型のさまざまな
経験を、世界に広げていくという意味での「ロー
カルからグローバルへ」ということです。そして、
二つのベクトルが往復運動をすることを、言葉と
すれば「グローカル」という言い方に集約される
のかもしれませんが、そうしたことを今日この場
で議論をしていただければと思っています。
　SGU の採択について触れましたが、それに関
わる形で大学の組織も改組して、新しくグローバ
ル教育センターを設けています。その下には三つ
の部門があり、一つにはこれまでグローバル人材
育成の中心になったものを、新たにつくるセン
ターの中に取りこんでいます。グローバルな教育
をつくっていくそのプログラムの部分と、人材育
成の部分と、これまでの国際交流の部分というふ
うに、三つの部分を統合する形でグローバル教育
センターをつくりました。
　今回のシンポではグローカル人材を創るという
ときに人材像の面だけではなく、それに対して大
学教育がどのような役割を果たせるのか、どのよ
うな教育が望ましいのかということも話し合われ
ると思います。この両面について、シンポの場で
議論が進んでいけばいいのではないかと思ってい
ます。
　今日こういう形で、専門の先生方にもおいでい
ただいていますので、この場を通じてキャリアデ
ザイン学部が設定をした「グローカル人材を創る」
をめぐって活発な議論をし、参加している皆さま
方の理解が深まることを期待しながら、私の挨拶
に代えさせていただきます。今日は議論を大いに
楽しんでいただきたいと思います。ありがとうご
ざいました。（拍手）
武石　佐藤常務理事、ありがとうございました。
趣旨説明
武石　ここからいろいろな説明が始まりますが、
資料は皆さまの封筒の中にパワーポイントの資料
の同じものが入ってございますので、そちらをご
覧いただきながらプレゼンを聞いていただければ
と思います。
　最初にグローカル人材というテーマを、今年の
シンポジウムのメインテーマンにしていますが、
こういうことを考えた背景、そして「どうして今
グローカルか」ということについて、シンポジウ
ムの企画を担当した酒井からご説明を申し上げま
す。よろしくお願いします。
酒井　こんにちは、酒井でございます。今日は
学生の皆さんもかなり多く参加をされていますの
で、できるだけ平易に今日の趣旨を説明したいと
思います。本番に入る前の露払いということです
ので、気楽に聞いていただければと思います。
　今年のシンポジウムは「グローカル人材を創
る」というテーマですが、一般的には「グローバ
ル」という言葉が広く知られています。今回あえ
て、「グローカル」と「カル」に力を入れています。
そういった背景について、少し説明をしていきた
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いと思っています。
　一般的にグローバル人材の定義を、国のほうも
いろいろと出しています。こういった人材を創ろ
うということで、国全体が大きく動いていること
を、まずご認識いただければと思います。例えば
内閣府の「グローバル人材」。これはグローカル
ではなくグローバル人材ですが、定義する要素の
一つは語学力、コミュニケーション能力です。こ
れは当たり前のことで、海外に行っていろいろな
方と話すためには語学力が必要だろうと。
　要素の二つめは主体性、積極性で、これは資質
と言われるようなものです。これは学校で身につ
けられるのかというと、少し難しいところかもし
れません。
　要素の三つめとしては異文化に対する理解。こ
れはいろいろな文化を理解するといった力も必要
だろうし、面白いのは日本人としてのアイデン
ティティをどうもつか。日本にいると日本人のア
イデンティティを、それほど認識はしませんが、
こういった要素が必要だと言っています。
　文部科学省はそれを受けてということではない
かと思いますが、日本人としてのアイデンティ
ティ。広い視野に立って培われる教養は、昨今の
ビジネス社会でも教養の重要性はかなり強く意識
をされてきたところになります。あとは教養の一
方で専門性も大事だろう。先ほどの話と同じよう
にコミュニケーション能力、協調性といった要素
をもった人材がグローバル人材だと。こういった
能力、資質をつくっていこうということを考えて
いるということです。
　国の大きな考え方は二つ、今ご紹介したように
語学力といったスキルの部分、そして主体性、協
調性といった資質。気持ちの部分であったり、態
度の部分を、いかに養っていくかということを考
えています。まずは、こういった背景があること
を認識いただければと思います。
　また別の解釈では国内と国外をブリッジする人
物ということで、これはローカルとグロ―バルを
合わせてグローカルと解釈する向きもあります。
こういった背景の中で、我々がグローカルに注目
した、強調した理由を説明していきたいと思いま
す。
　世界の中ではグローカリゼーションが進んでい
ると言われています。これはグローバリゼーショ
ンとローカリゼーションを合わせた言葉ですが、
グローバリズムで引き起こされる多様性は、我々
が住んでいる地域の中でも多様化が進んでいるだ
ろう。つまり世界の中での多様性は地域の中にも
あり、これからはすべての人が多様性に対してい
かに対応していけるか。そういうことが求められ
ているという解釈ができると思います。
　そこで今回のテーマである「グローカル人材を
創る」というのは、このグローカル化する社会で
どういう人材が必要かということを、このシンポ
ジウムをきっかけに考えてみたいということにな
ります。これは本キャリアデザイン学部が、強く
志向してきた部分でもあると私は解釈していま
す。今回のグローカル人材の定義を、多様な価値
観やいろいろな文化ですね。グローバル化が進ん
でいるわけですから、いろいろな文化を理解しな
ければいけない。理解するためには何が必要かと
いうと、やはり豊かな教養が必要だろうと。
　これには専門的な知識ではなく、それを支える
部分の豊かな教養です。それは狭い分野での知識
だけではなく、皆が幅広く知識をもっていろいろ
な人の行動であったり、生活であったり、生き方
であったりを理解できるようになることです。こ
れはたこつぼ型の専門分野の勉強をしているこ
とでは、なかなかここは突破できないだろう。本
来は大学だけでやるものではなく、小中高と若い
ときからこういった教養は培っていかなければい
けないのですが、今まさにそういった教養の部分
が強く必要になってきています。当然ですが、い
ま昔かかわらずこういった教養の部分は必要です
が、グローカル化する社会の中で特段に必要に
なってきています。
　もう一つは、ローカルというのはここでは目の
前の現実と捉えています。日本だけではなく、い
ろいろな国に行っても現場、現場というものがあ
りますから、目の前の現実にいかに対処をして、
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自らその問題を解決していくことができるか。多
様性を理解しながら目の前の現実に対処をしてい
く。非常にこれは難しいことだと思いますが、こ
れからの社会はそういった人材が求められてきて
いるのではないかという前提に立っています。
　当然ですが、本キャリアデザイン学部の学びは
極めて幅広くビジネスもあり、文化の部分もあり、
そしてまた教育の部分もあります。幅広くいろい
ろな知識を身につけて、それを実際に自分の直面
する課題に向かって、その知識を総合化して目の
前の課題に対処する。本学部での体験系のカリ
キュラムは自分でやってみて何を感じるか、何が
必要なのかを考えるものになっています。当然で
すが、そういった文脈の中で解釈をすると、我々
の学部はグローカルの人材を育成することを目標
としていると考えることもできるわけです。
　今日ここからパネルディスカッションに入りま
すが、グローカル化する社会の中でグローカル人
材とここで定義をする人材が求められていること
を、まず前提にしていろいろな方のお話を伺って
いきます。これをまたこれからの大学教育という
か、本学部の教育の 1つの指針にしたいという趣
旨がございます。当然ですが、グローカル人材を
創る試みは非常に難しいものでもありますし、決
して本学部がこれまでできてきたとは言えないと
思います。その中で我々がこれからいったい何を
すべきか、大学教育が何を求められているのかと
いうことを、外部の皆さんの知見を得ながら考え
ていきたいと考えた次第でございます。
　まずは趣旨説明ということで露払いでございま
すので、この辺にして本題に移っていただきたい
と思います。よろしくお願いします。
武石　ありがとうございました。それではここ
からの進行について、簡単に説明しておきたいと
思います。今日は 2部構成を考えております。ま
ず第 1部、これから 2時 40分までを予定してい
ますが、「グローカル人材を創る」には二つのテー
マ、「社会はどのような人材を求めているか」そ
れから「大学教育は何をすべきか」があります。
　前半の「社会はどのような人材を求めているか」
に関して、外部から 3人のゲストスピーカーを予
定しております。3人のお話が終わったところで
少し補足的なもの、あるいは議論の整理というこ
とで、2時 40分までをその時間にとりたいと思っ
ています。そのあと 15分の休憩を挟んだのち、
第 2部に入りたいと思っています。ここは、では
大学教育はそれに応えているのだろうかというこ
とで、私どもキャリアデザイン学部の中野から、
キャリアデザイン学部の取り組みをご紹介させて
いただき、実際に学生や卒業生にご登場いただい
て、どういう学生を育てているか、そういう場面
も予定しております。
　そこまでのプレゼンが終わった後に、ディス
カッションをしたいと思っております。後半はフ
ロアの皆さまとのディスカッションの時間もお取
りしたいと思っておりますので、そのような予定
でご承知おきいただければと思います。また封筒
の中に質問票が入っていると思います。プレゼン
テーションの中でご質問をしたいことがあれば、
そこにお書きいただいて、休憩の 15分のところ
で回収する予定にしております。前半の外部のゲ
ストの皆さんへのご質問などがあればお書きいた
だいて、事務局のほうに提出していただければと
思います。すべてにお答えできるかどうかわから
ないのですが、のちほどのディスカッションで
フォローしていきたいと思っています。では、こ
のような形で進めさせていただきます。
第一部パネルディスカッション
武石　ゲストスピーカーのプレゼンテーション
ということで、最初にお願いしておりますのが小
野由美子様でいらっしゃいます。現在「ウォー
ル・ストリート・ジャーナル日本版」編集長とダ
ウジョーンズ経済通信日本語サービス編集長とい
うことで、ご略歴を資料にお配りいただいている
かと思います。ご自身、これまでアメリカの出版
関係のお仕事をされながら、日本でそういった活
動もされてということで、海外と日本の両方で拠
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点をもちながら、お仕事をされてきたキャリアと
いうことでおいでいただきました。
　それでは小野様、よろしくお願いいたします。
小野　ご紹介ありがとうございました。皆さん、
こんにちは。「ウォール・ストリート・ジャーナル」
の小野と申します。今日はよろしくお願いいたし
ます。今日は学生の方も多いと聞いていますので、
まずは自己紹介と、それから「ウォール・ストリー
ト・ジャーナル」で働くことになったきっかけに
ついて、お話しさせていただきます。
　私は典型的な帰国子女です。父親が銀行員でし
たので、幼稚園のころからニューヨーク、ロンド
ン、東京と行ったり来たりしておりました。大学
のときに日本に戻ってきて、日本で就職をしよう
と思っていたのですが、実は男女雇用機会均等法
の 1期生です。それまでは女性が総合職として男
性と同じように働けるという制度は、特別に法律
で決められてはいませんでした。そこで 1期生と
いうことで、どういった会社が受け入れてくれる
のか、とても楽しみにしていました。
　実際のところいろいろな企業訪問をしてみる
と、まだ企業のほうでもちょっと戸惑っているか
な、女性の活用をどういうふうにしようか、まだ
わからないでいる企業もあるかな、という印象を
受けました。私はそのころできれば長いこと働き
たい。大学時代に活躍している女性が周りにもた
くさんいましたので、その人たちのように輝きた
いと思っていたのですが、企業の反応を見ている
と、もう少しかと思い、少し自分で修行をしてみ
ることにしました。
　手に職をつけようということはよく言われてい
ますが、どこへ行っても仕事をすることができる
ためにはどうしようか。私は英語ができるけれど
も、それだけでは役に立たないのではないかと思
い、同時通訳になろうと思いました。同時通訳
だったら、ただ英語ができるということではなく、
手に職がついているわけですから、どこに行って
も通訳の仕事はどこかにあるのではないかと思っ
て、通訳の学校にも行っていました。そして通訳
になろうと思いアルバイト先を探しておりました
ところ、ちょうど「ウォール・ストリート・ジャー
ナル」で通訳のアルバイト募集を見つけて、そこ
に入ったわけです。
　入ってみますと、何と面白いことかと。質問を
して、自分の考えを書いてまとめて、それでお金
がもらえます。通訳になろうと思っていたものの、
それはほんのファーストステップであって、じゃ、
ジャーナリストになってみよう。記事を書けたら
面白いのではないか。そう思ってジャーナリスト
に転向しました。最初は東京支局でしたから、日
本のことを世界に英語で伝えるのが仕事です。
　そのうち、やはり外国で働いてみたい、本社の
あるニューヨークで働いてみたいと思うようにな
り、ニューヨークに転勤を願い出ました。しばら
くかかったのですが、ようやくニューヨークで記
者として活動することができました。その後、何
年かして東京に戻り、今度はシニアレポーターと
して、いろいろな特集記事を書きました。その後、
東京支局長をしばらく経験しました。それから
「ウォール・ストリート・ジャーナル日本版」と
いう、初めて「ウォール・ストリート・ジャーナ
ル」を日本語で読むことができるウェブサイトを
つくろうという計画があったものですから、そち
らの編集長になりました。この資料を出し終わっ
てから決まったことですが、年末からさらに新し
い仕事をすることになりました。この職自体が新
しいのですが、今やデジタル時代と言われていま
すので、読者エンゲージメントエディターのアジ
ア担当ということで、香港でこれから仕事をする
ことになります。
　こういったことで「ウォール・ストリート・
ジャーナル」に、もう 25年以上働いています。
転職が多いのが外資の特徴でもありますが、その
中では珍しいのかもしれません。25年も会社に
いますと、何周年記念といってギフトをもらうこ
とができるのですが、この間高級なブレンダーを
贈ってきました。そういったいいことも、長く企
業に勤めているとあるわけです。
　今日の趣旨でありますグローカル人材ですが、
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まず「ウォール・ストリート・ジャーナル」とは
グローバルな企業なのか。そういったときに、こ
れはアメリカをベースとしたグローバルな企業で
あると思います。記者は 2000人近くいますし、
拠点も 50カ所以上あります。アメリカが拠点で
すが、「ウォール・ストリート・ジャーナルアジ
ア版」もありますし、「ヨーロッパ版」もあります。
それから各国語版といいますと、日本語版をはじ
め、中国語版、韓国語版、インドネシア語版もあっ
て、英語をネイティブとしていない人でも「ウォー
ル・ストリート・ジャーナル」の記事が読めるよ
うになっています。ちょうどこの法政大学にもア
ジア版を置かせていただいていますので、学生の
皆さまでしたらどなたでもご自由に読めるように
なっていますので、ぜひご覧になってみてくださ
い。
　グローバル企業は、実際問題働いてみてどんな
感じかというと、こんな感じです。編集長はイギ
リス人です。私の今の上司はスコットランド人で
す。前の上司はオランダ人でした。IT サポート
はインドです。同僚はほとんどアメリカ、カナダ、
イギリス、オーストラリア、フランス、中国、そ
して日本人です。こういったいろいろな国の人た
ちが一緒に働いているのですが、ここでグローカ
ル人材とは何か。先ほど酒井先生から、ローカル
と外国をブリッジしているというお話がありまし
た。
　そういった意味では、我々「ウォール・ストリー
ト・ジャーナル」のローカルというのは、日本で
はなくアメリカ、ニューヨークです。外国という
のは日本であり、中国であり、ヨーロッパであり、
そういったローカル市場です。そこのブリッジす
る仕事をしているのが、日本版のスタッフのみん
なですとか、私のしていることもグローカルな仕
事なのかなと思っています。
　皆さまにとってそんなことを言っても、自分た
ちとあまり関係ないじゃないかと思う方もいるか
もしれません。ただ、そうではないのが今の世の
中だと思っています。日本の企業に就職しようと
思っていらっしゃる方にとっても、いつその会社
が外国の企業に買収されてしまうかもしれませ
ん。または外国の企業と取引をするかもしれませ
ん。私自身も「ウォール・ストリート・ジャーナ
ル」で、日本の企業の人とジョイントベンチャー
を組んだことがありましたが、外国の企業とあま
り一緒に仕事をしたことのない日本の方たちがた
くさん入ってきました。そのときにメールを一つ
書くのでも、英語ですごく苦労していたのを覚え
ています。
　このように日本の企業に入って日本だけでお仕
事をする方たちでも、やはり外国とのやり取りは
必ず出てくるかと思います。ですから、グローバ
ル、グローカルということは、皆さん、考えてい
かなければならないことだと思っています。
　次にグローカル、グローバルの環境の中では、
どのように振る舞えばいいのかということをお話
しします。日本の企業ですと、やはり企業内の常
識というものがいろいろあります。社会人だった
らこれくらい常識だろうとか、こういうときはこ
うするのが当たり前だろうという常識があります
が、外資系企業の中ではこの常識というのは違う
ところもあり、または驚くほど似ているところも
あります。
　まずはポジティブでいかなければいけないとい
うことを、私自身も痛烈に感じています。外資系
企業であったり、外国で働いていたりすると、ガ
ンガンものを言えばいいんじゃないか、フランク
に物事を話すべきじゃないかと思う人もいるかも
しれませんが、それだけではちょっと「この人は
空気を読めない人」。実はアメリカや外国でも「空
気を読めない」という表現はあるのですが、「空
気を読めない人」と思われてしまいます。
　やはり根はポジティブにいかなくてはなりませ
ん。ガンガンものを言いたいときでも、ポジティ
ブなオーラに包んで言わなくてはいけません。「こ
の場合は、もうやめたほうがいいんじゃないの」
と思ったとします。そのときの言い方としては、
「もしかしたらここでやめてみるというのも、一
つの選択肢かもしれないよ」というような言い方
をするのが、グローバル企業での振る舞い方だと
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　次にクリエイティブでなければなりません。こ
れはいろいろな意味でソリューション、自分で解
決策を探し出してきて、それがパーフェクトでな
くてもいいのですが、それを周りの人たちに提案
するということは、グローバル企業であってもマ
ストです。それは自分のクリエイティビティでも
いいですし、あるプロジェクトの解決策としての
クリエイティビティでもいいのですが。
　例えば私の場合、クリエイティビティを非常に
要するのは、アメリカ、ニューヨークの同僚たち
と、いつ、どうやって話すのかという、とても単
純なことでした。といいますのは、東京はニュー
ヨークと時差が 13時間、冬では 14時間あります。
日本の日中はニューヨークの人たちは寝ていた
り、仕事をしていなかったりして、なかなかつか
まりません。どうしても話を進めたいときは 1日
遅くなってしまいます。
　そういうことをしたくないときは、日本で毎晩
夜遅くまで起きて「まだかな、まだかな、出社し
ているかな、この人は」とジリジリしながら待っ
ているのもいいですが、ちょっとクリエイティビ
ティを発揮させてみて、「じゃあ、早朝だったら
どうだろうか」。4時か5時ぐらいだったら、ニュー
ヨークの3時、冬時間で2時ですので、いないとか、
まだ出社してないというのは、絶対にこのエクス
キューズにはなりません。ですから、早朝電話攻
撃をしてみてはどうだろうか、というのをやって
みたところ、結構スムーズにコンタクトがとれる
ようになったこともあります。
　最後にイニシアティブ。やはり自分からイニシ
アティブをとらなくてはいけないと思っていま
す。日本の企業または日本の社会の中では意外と
気を利かせてくれて、「大丈夫？」とか「次はど
うしようか」と相談してくれる人がいるものです
けれど、少なくとも「ウォール・ストリート・ジャー
ナル」ではあまり見たことがないです。私は次に
こういうふうにしたいと思う、こういうふうに
やってみてはどうか、ということを自分から提案
していくことが非常に大事になってきます。
　こういった三つのキーワードですが、それを見
るだけでも外国企業での振る舞い方、または外国
の人たちとお仕事をするとき、交流があるときの
振る舞い方が、日本で考えられているものとは違
うのではないかと思うこともあることがわかるか
と思います。
　最後にアメリカの企業でのフィードバックの仕
方です。先ほどの空気を読む、ポジティブに表現
をすることもありましたが、例えば企業で働いて
いて何かうまくいかなかったとき、フィードバッ
クというのがあります。これは実は「ウォール・
ストリート・ジャーナル」の記事でありますが、
国によって結構違うようです。
　例えばオランダだとズバッと、「きみのここが
いけなかった、こうしなければいけない」と結構
ビジネスライクだそうですが、アメリカはそうで
もありません。記事に何と書いてあったかという
と、「フィードバックをするときに、二つ良いこ
とを言ってから本題に入る」ということです。ど
ういうことかといいますと、「きみはすごいね。
これもできた、あれもできた。でもちょっとここ
がね、ここがもう少し改善されればいいんだけど
な」というような言い方をするそうです。よく考
えてみると、私自身もそういう言われ方をしたこ
とが何度もありましたし、自分でも気づかないう
ちにそういった言い方をしていることがありま
す。このように外国の企業での振る舞い方は、日
本とは少し違うところ、または似ていることがあ
ることがわかるかと思います。
　最後にグローカル人材を創り上げていくため
に、大学にどんなことを期待するか。そこで私か
らの提案としては、まずは何といっても英語、英
語漬けにしてほしいということです。英語は英語
だけではない、英語以外にもグローカル人材にな
るためには必要なことがある。そうおっしゃるか
もしれませんが、私が考えるには英語を話せる、
英語でネイティブの人と会話ができる、意思を通
じさせることができることは前提条件です。英語
ができたとしても、ただでさえ言い方や振る舞い
方にこんなに違いがあるのですから、英語が思う
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ままに話せなければスタートラインが違うと思う
のです。ですから大学の方にはぜひとも、できる
限り英語のインテンシブな教育をやっていただけ
ればと思います。
　その上で、例えば他の国の人との密な交流をす
るとか、お互いにこういった考え方の違い、企業
内でのビジネスのやり方の違いを学んでいってい
ただければいいのですが、まずは英語を、という
ことを望めればと思います。以上です。ありがと
うございました。（拍手）
武石　小野様、ありがとうございました。グロー
バル企業でのご経験をもとに、非常にわかりやす
くキーワードでお話しいただいたと思います。
　お二人目のプレゼンテーターでございます。遠
藤洋路様にお願いいたします。遠藤様は大学を卒
業されて、文部科学省勤務のご経験がおありです。
現在青山社中株式会社共同代表です。青山社中は、
たぶん坂本龍馬の亀山社中にちなんだネーミング
だと思いますが、さまざまな社会の課題に対して
ヒトづくり、政策づくり、組織づくりという点に
関して、シンクタンクの機能として活動をされて
いるということでございます。
　では、遠藤様、どうぞよろしくお願いいたしま
す。
遠藤　皆さん、こんにちは。ただいまご紹介いた
だきました遠藤洋路と申します。今ご紹介いただ
きましたが、青山社中というあまり聞いたことが
ない会社かと思います。業種でいうとシンクタン
クです。何をやっているかというと、簡単に言い
ますと政治家の方の政策をつくります。例えば選
挙に出る人の選挙公約ですが、いま幾つかつくっ
ています。それから国会議員の方が国会で質問す
るときの質問の原稿と言ってしまうと、原稿をそ
のまま読んでいるような気がしますが、そういう
資料集め、準備とかですね。それから法律案、地
方議会でいうと条例案といったものの原稿をつく
るという仕事です。それから法政大学でも非常勤
講師というか兼任講師ということで、授業を一つ
やらせていただいています。
　私が入ったときはまだ文部省でしたが、もとも
とは文部科学省におりました。文部省で仕事をし
て、アメリカのハーバード大学大学院に留学をし
ました。戻ってきていろいろ仕事をしましたが、
今日のテーマに引きつけて言うと、国際関係では
アジアとの国際交流、学術交流、日本の大学とア
ジアの大学の共同研究のサポートといった仕事を
しました。しばらく文部科学省にいましたけれど、
辞めて今はこの仕事をしているということです。
　自己紹介としてはこんな感じですが、今日ここ
に呼ばれているのは、昔文部科学省にいたという
ことで教育関係、特に大学でどういうことをすべ
きか、という話を期待されているかと思っていま
す。そのとおりの話ができるかはわかりませんけ
れど。
　「キャリアデザイン学部連続シンポジウム、グ
ローカル人材を創る」レジュメ、「遠藤」と名前
が書いてありますが、これを題材にお話をしたい
と思っています。
　グローカル人材、社会はどのような人材を求め
ているのか。これがお話のテーマですが、まずは
今日のシンポジウムではグローカル人材をどう定
義しているか。これは先ほど酒井先生からお話
がありました。一言で言うとグローバルな視野
をもって、現実の課題を解決できる人材というこ
とですね。ここに書いてありますが、「グローバ
ルな視野と課題解決能力」、“Think globally, act 
locally” です。
　先ほど控室で皆さんと議論していたときも、
「ローカルとは何だ」という議論がありました。
ローカルにはいろいろな意味があります。先ほ
どの小野さんのお話だと日本とかアメリカとか、
「ウォール・ストリート・ジャーナル」で言うと
もともとの本拠地がアメリカですから、アメリカ
がローカルと。そういう意味でのローカルもある
でしょうし、私がよく仕事でローカルと言うと、
ローカルガバメント、地方自治体。日本でいう、
いわゆる田舎、地域ですね。地域振興、今で言う
と地方創生とか。そういったときの田舎は、四国
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の山で葉っぱを取って、それを料亭に売っておば
あちゃんたちがおカネを稼いでいる。そういう地
域振興の例という感じで、ローカルというイメー
ジがします。
　本日言っているローカルは、たぶん現場という
ことですね。「事件は会議室で起きているんじゃ
ない、現場で起きているんだ」というときの「現
場」ですよね。現場の課題を解決できる人間。そ
ういう意味では、いま広い視野とその場その場の
現実問題を解決する。こういうことが、今日のシ
ンポジウムの言っているグローカル人材かと思っ
ています。
　では、次にこのシンポジウムをやっている法政
大学のキャリアデザイン学部、私も所属させてい
ただいていますが、こちらではどんな人材を育て
るかということをホームページに書いています。
これを見ると、自ら学び、考え、行動できる自立
的な人。そういった人を支援できる、人の専門家
を育てると言っています。だから必要な要素とし
ては、たぶん自立性、主体性といったものと、専
門性ということだと思います。大学の授業のよう
になっていますが、一応大学の先生なので大学の
授業っぽくしてもいいかと思いますけれど。
　このあと二つ、これは大学ではなく、世の中の
人たちがどう言っているか。一つは、政府の見解
は先ほど酒井先生からありました。グローバル人
材、語学力、コミュニケーション能力、主体性や
異文化に対する理解。結構似ていますね。この三
つは、法政大学の言っている話に似ていますね。
主体性、異文化に対する理解は、まさに上に出て
いるような話です。
　国際的にどう言われているかというと、いちば
ん下のところ。国際機関 OECD（経済協力開発
機構）でキー・コンピテンシーといって、これか
らの子どもたちにどういう能力をつけるべきか、
教育の目的は何か。これから世界共通にどの国
の、どの人であっても必要な力がキー・コンピテ
ンシーで、それは以下の三つだと言っています。
　一番目は、社会文化的技術的ツールを相互作用
的に活用する能力。何かわからないですね。簡単
に言うと、社会文化的技術的ツールというのは言
葉、あとは数学とか。つまり日本でいう学力に近
いもので、国語力、英語力、数学力や科学的思考
力というものです。二番目は、多様な社会グルー
プにおける人間関係形成能力。これは社会性、協
調性、あるいはコミュニケーション能力もここに
入っているかもしれません。三番目は自立的に行
動する能力です。知性、社会性、主体性の三つで
まとめています。
　紙の左側をまとめると、たぶん三つぐらいに分
かれます。法政大学でも、日本政府でも、国際機
関でも、必要な力だと言っているものの一つは、
異文化への理解、グローバルな視野という部分で
す。もう一つは主体性ですべてに出てきています
が、自分から何か物事を起こす能力、力ですね。
そして三番目に OECD や法政大学のところに出
てきていますが、専門性や知性といった部分です。
先ほどの小野さんの話でいうと、英語ができるだ
けではなく手に職と言っていましたね。この三つ
ぐらいが必要かと思います。グローバルな視野、
主体性、それから専門性です。
　ここでシンポジウムの先ほどの話、“Think 
globally, act locally” をもう一回見直してみます。
このシンポジウムで提示しているグローバルな
視野、そして act locally、課題解決ができる人
間。これってどっちが目的で、どっちが手段だろ
うということです。ちょっと考えてみるとわかり
ますが、課題解決のほうが当然目的です。Think 
globally はあくまでも、そのための手段です。極
論すれば課題を解決してくれれば、視野がローカ
ルだろうが、グローバルだろうが、何だろうが、
いいわけです。
　もっと言うと人間でなくてもよくて、ドラえも
んだって課題を解決してくれるなら、ウルトラマ
ンだって怪獣をやっつけてくれるならいいわけで
す。Think globally でなくて act locally で、実
際に課題を解決できる人間を社会が求める人材で
す。社会が求めるという意味では、自分がどうな
りたいかは別として、社会としては課題を解決し
てほしいわけじゃないですか。そいつが何を考え
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ていても、グローバルな視野だろうが、ネコ型ロ
ボットだろうが、やってくれれば何でもいいわけ
です。そういうことだと思います。
　もう一回、その課題解決のために必要なものは
何だろうという観点から考えると、もちろんグ
ローバルな視野も必要かもしれないけれど、先ほ
ど言った三つの要素のうち、もう一つのほうが重
要です。専門性というものがないと、課題解決は
できないのではないかと思います。例えばシンポ
ジウムで言っているグローカル人材ですが、一人
だけ例を挙げてみましょう。
　それは皆さんの財布の中に入っている人です。
諭吉でもいいですが、千円札の野口英世です。野
口英世は福島の田舎で生まれて東京で勉強して、
アメリカに行って研究をして、中南米やアフリカ
で病気を治すために働いたわけです。今で言う「国
境なき医師団」、まさに国際 NGO のようなもの
です。では野口英世がアフリカで黄熱病と闘った、
中南米で病気を治した。なぜできたのかといった
ら、グローバルな視野があったからではなく医者
だったからでしょう。国境なき医師団だって、な
ぜアフリカでエボラ出血熱と闘えるのかといった
ら、国境がないからかもしれないけれど、まず医
師団だからでしょう。そっちのほうがないと、課
題解決はできないのではないかと思います。
　もちろん国境なき医師団は日本で医者をやって
いるのではなく、アフリカでいま大変なことが起
こっている、そこに行かなきゃというグローバル
な視野、それから実際に行動を起こす主体性。も
ちろんそれも必要だけれど、何よりも必要なのは
それを治せる能力です。グローバルな視野だけで
はなく、深い専門性、課題解決ができる専門性を
持った人間。これこそが社会から求められている
人間なのではないかと思うわけです。
　もう一つ言うと、野口英世はもっと昔の人です
が、これは今だけの話なのかということです。も
しかすると昔から同じことが言われていたのでは
ないかということで、右側 2、どのような人材が
求められてきたのか。過去のことですね。ここは
私の元の仕事ですから、文部科学省がつくってき
た文章を載せています。20年前、中央教育審議
会という文部科学省の中の機関が「生きる力」と
いうことを言いました。これからの世の中で生き
る力を身につけましょう。ここで言われているこ
とは、自分で課題を見つけ、自ら学び、自ら考え、
主体的に判断、行動し、よりよく問題を解決する
能力です。つまり主体性、それからまさに課題解
決能力です。その後、他人と協調するといったと
ころも出てきています。
　40年前、昭和 46年にどう言っていたかという
と、教育が目指す目標は、自主的に充実した生活
を営む能力、実践的な社会性、創造的な課題解決
の能力。やはり課題解決の能力ですね。もっと前、
50年以上前、昭和 33年です。この中で昭和 33
年に生まれていたと思われる方は数少ないと思い
ますが、いらっしゃいますけれど。ちなみに昭和
46年は私も生まれる前です。昭和 33年はもっと
前ですね。失礼しました。（笑）
　ここでは何と言っていたか。これは先生、教師
の話ですけれど、2行目、世界的視野に立った人
間的、国民的一般教養、それから社会の進展に則
した専門的知識、児童・生徒の教育に則した教職、
教養、専門性です。つまりここでも世界的視野、
教養、専門性ということです。まさに今日のシン
ポジウムのテーマで、昭和 33年に今日のシンポ
ジウムのテーマが用意されていたわけです。と
いうことは、「人類は」…ではなくて「日本人は」
ですね、はっきり言ってしまえば、昭和 33年か
ら進歩していないわけです。というのは冗談で、
ここで重要なことは、社会が求めている人材とい
うのは、昭和 33年でも今でもそんなに変わって
いないというところです。。野口英世だって 1900
年代の方ですが、世の中の役に立ったわけでしょ
う。いま同じような人がいたら同じように役に立
ちます。結局はそのときの課題が解決できる人間。
そのために何が必要かというのは、実は昔から言
われていることは変わっていないということだと
思います。
　もう一回、最後にグローバルな視野、目標を達
成するために重要なのは、ということですが。も
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う一つのテーマとして、大学でそれがどう身につ
けられるのか、そういう人材を育てるための大学
の役割は何か。これは個人的な考えですが、世界
的な視野、グローバルな視野というのは、必ずし
も大学で身につけられるとは限らないですね。小
野さんもグローバルな視野は大学で身につけられ
たのではないと、恐らく。勝手に決めてしまうの
は失礼ですけれど。
　大学というよりは環境によりますね。大学がす
ごく多様な国から生徒が集まってきているような
大学であれば、そういったところで身につくかも
しれないし、逆に大学でなくても海外に住んで、
そこでいろいろな人にもまれて生活していればグ
ローバルな視野が身につくかもしれないし。つま
りこれは、大学の第一の目的ではないのではない
かということです。
　では、大学ができることは何かというと、先ほ
どのもう一個のほうの専門性です。専門性を身に
つけるのが大学の仕事ではないかと思います。野
口英世の話に戻りますが、野口英世は学校で勉強
して医師免許を取っています。グローバルな視野
はアメリカに行ったり、アフリカに行って身につ
けたかもしれないけれど。皆さんが大学で、まず
身につけるべきもの。もちろん世界に通用するコ
ミュニケーション能力、英語も必要だと思います
が、私の考えとしてはまずは専門性、自分の専門
分野をちゃんと勉強して、課題が解決できるよう
に、小野さんの言い方で言えば手に職をつけてほ
しいということですね。
　その上でグローバルな視野は、はっきり言えば
大学に一年行くよりは海外に一年行くほうが身に
つくのではないかと思います。環境の問題ですか
ら、これは後でもできます。でも 20歳前後のと
きでないと、なかなかできないことというのは専
門分野の勉強ですね。年を取ると急に覚えられる
ものではありませんから、ここをまさに大学でや
るべきではないかと、私としては思います。
　小野さんのおっしゃった英語は、むしろ大学よ
り前にやってほしい。大学に入ってからでもいい
ですが、小学校か中学校ぐらいで基本を教えれば、
高校、大学と自分で勉強できるのではないかと思
います。私もそんなにできるわけではないから、
留学してすごく苦労しましたが、大学で英語を勉
強したかというと全くしていません。むしろ中学、
高校のほうがしました。そこは私に言わせれば大
学以前の問題だと、ちょっと失礼な言い方かもし
れないけれど。大学でやるべきは、やはり専門教
育ではないかというのがあります。グローバルな
視野を身につけることを目的にした、大学という
ものもあっていいかもしれないけれど、それだけ
ではだめだと思います。やはり自分の専門性、教
育なら教育、医学なら医学、法律なら法律でもい
いし、何でもいいのですが、一つの学問を究めて
ほしい。
　正直言うと「グローバル何とか学部」というよ
うに、「グローバル」が目的になっている学部と
いうのはあまり好みではないというか、何の勉強
をするのだろうという感じがしてしまいます。グ
ローバルを専門にしてもいいけれど、それでは現
場に行って課題解決をできないわけです。現場で
課題解決をできる人間を育てる。そのために大学
で専門性を身につけてほしいということです。
　時間がちょうど来てしまいました。私の言いた
いこととしては、グローカル人材というのは、一
つはグローバルな視野、専門性、もう一つは主体
性です。しかし、その中で大学がいちばんやるべ
きは専門性で、そこのところをしっかりとやって
いただきたいと思いますし、皆さん、学部の学生
さんという前提でお話をすれば、何か専門性を身
につけて将来世の中の役に立つ、課題解決ができ
る人間になっていただきたいと思います。以上で
す。どうもありがとうございました。（拍手）
司会　遠藤様、ありがとうございました。社会
的な視点から、たいへん大きな課題をいただいた
と思います。50年前と同じテーマで代わり映え
しないのかもしれないのですが、ある意味、普遍
的なテーマを今年は設定したのかなと前向きに考
えたいと思います。
　三人目のゲストスピーカーをお願いいたしま
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す。日立製作所人事勤労本部の山田泰雄さんでい
らっしゃいます。企業を取り巻く環境は非常に大
きく変わっていて、特に電機産業などはグローバ
ルな展開がここにきて急速に進んでおられます。
学生の皆さん、これから民間企業で働く方が多い
と思います。身近な企業がグローバル人材、ある
いは人材戦略、人材の育成を、どういうふうに考
えておられるのかということを、企業の現場のお
立場からお話しいただきたいと思います。山田様
は法政法学部のご出身ということで法政の先輩で
もありますので、温かくお話をいただけるかと思
います。どうぞよろしくお願いいたします。
山田　今ご紹介をいただきました山田と申しま
す。ここにいる学生さんは法政の方が多いかと思
いますが、OB ですので、温かい目で見守ってい
ただければと思います（笑）。
　はじめに略歴ですが、法政二高を卒業して法政
大学法学部に入りました。87年から 92年まで、
大学があまりにも好きで 5年ほど勉強させていた
だきました（笑）。その後に日立製作所に入社し
ました。私が就職活動をした時期はバブル経済崩
壊前で、大量採用が行われていました。今でいう
ところのバブル世代に該当します。いくつもの企
業から内定をもらう体験をする人もいたいわゆる
売手市場の環境でした。当時は、キャリア開発や
キャリア形成という言葉自体を聞く事が皆無でし
た。私自身も、自分の将来やりたいことやキャリ
アとかをそんなに深く考えていなかった気がして
います。
　日立製作所に入るときは営業を希望していまし
た。私が当時会った法政出身者の先輩の殆どが営
業だったので大きな影響を受けていたのだと思い
ます。入社すると、4月 1日に入社式があって、3
日まで集合教育があり、そして、3日の午後に配
属先発表がありました。私は、東京で営業に配属
されることを想定していましたがいきなり茨城県
内の事業所への配属が申し渡され、さらにはその
ままバスに乗って赴任という体験をしました。誤
解を招かないように、特に学生の皆さんに言って
おきますが、今は入社前に配属先がわかりますの
で安心してください（笑）。そして、人事・総務
の職種に配置となりそれ以来ずっと同じ職種を歩
んできています。
　このように、私の場合、配属先は希望通り行き
ませんでしたが、それでも同じ会社に勤め続けた
のは、就活では「この仕事をやりたい」と思って
いましたが、実際に働いてみたら、配属先の仕事
に面白みを見出したからだと思っています。もし
かすると、営業の仕事以外の仕事のイメージが学
生時代はなかったのかもしれません。
　就職した頃は、会社の業績が悪化しておりバブ
ル経済崩壊後の不況期の中でも成果を出すことが
問われる厳しい時期でした。そのような厳しい状
況が継続すると、職場はけして明るいとは言えず、
また、疲れている従業員も増えてきました。世の
中の環境が激変する中で、一人ひとりが適応して
いくためには人材開発やキャリア開発という問題
は、すごく重要だと思いました。2000年ぐらい
からキャリアカウンセラーという言葉が日本で出
てきたと思いますが、そちらのほうの勉強を自分
でやりに行って、何とか会社の中の健全性なり健
康性なり、みんなが働きやすい職場をどうやって
つくるのかを考えたいと思い、人事の仕事を続け
てきました。2001年にキャリア開発を専門的に
やる部署に異動し、現在は人材開発とか組織開発
の仕事をする部署におります。
　人事勤労本部タレントマネジメント部と部署に
所属して日本極という言い方をしていますが、日
本エリア、日本リージョンで働く日立の従業員の
方々の人材開発、組織開発を担当しています。こ
のような業務に従事していますがその立場で弊社
がどういうことを考えていて、どういうことを
行っているか。さらに私個人として感じているこ
となどを、お話をしていければと思っている次第
です。
　前段は一般論となってしまいますので説明は極
力割愛します。成長ということを考えると、グ
ローバルに打って出ることが必要になってきてい
ます。したがってイノベーション創出のための総
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合力強化において、グローバル人材育成の期待が
高まっています。（スライド3）これは、そのグロー
バル人材に求められる素養や能力などを経団連が
調査した結果です。（スライド P4）この結果も踏
まえ経団連ではグローバル人材の定義をしていま
す。（スライド 5）先ほど来、酒井さんも遠藤さ
んもおっしゃられていますが、いろいろな団体・
組織が定義をしていますが、全く違うということ
はなく共通な内容が多いと考えます。社会人とし
ての基礎的能力、それには専門性も当然含まれま
すが、それプラス 3点、既成概念にとらわれない
チャレンジ精神、外国語によるコミュニケーショ
ン能力、異文化価値観への差異の興味、関心、と
いったものが必要だと定義されます。世の中では
このように定義されています。では弊社ではどの
ようにグローバル人材を育成しているかについて
述べてきたいと思います。
　弊社は 1910年に創業して、長い間日本国内を
中心に発展した会社です。（スライド 9）日立と
いう会社は家電のコマーシャルが多いので家電
メーカーというイメージもあるかもしれません
が、デジタルメディア・民生機器は8％ぐらいで、
その他は情報通信、電力、産業、社会産業、建設
機器といった全体の売上構成になっています。（ス
ライド 10）
　グローバル展開を見てみると、日本国内の従業
員がおおむね 20万人、海外が 12万人、日立グルー
プ全体で合計 32万人という構成になっています。
（スライド 11）ただ、今後は 2013年実績を見て
いただくと、海外売上高比率 45％を 2015年まで
には 50％にもっていこう。それによって国内人
員と海外人員の比率も変わっていくという計画と
なっています。（スライド 12）成長を海外に求め、
そのための様々な展開を強力に実施していくわけ
ですが、日本国内の売上げも 50％の計画であり、
日本国内が最大市場かつ最大基盤であることは変
わらないと思っています。
　弊社では 3年ピッチに中期経営計画を立ててお
り、その戦略キーワードはこの通りです。（スラ
イド 13）先ほどの円グラフの売上高や海外売上
高比率も、中期計画です。それをどういうふうに
実現していこうかというと、イノベーションとグ
ローバルとトランスフォーメーション、この 3つ
のコンセプトで日立グループの成長を図っていく
ことが中期経営計画で述べられています。当然グ
ローバルも大きなキーワードですし、この戦略を
世の中にも発表しています。
　具体的に何なのか。社会イノベーション事業を
推進していこう、というのが日立グループ全体の
考え方です。（スライド 14）日立グループの事業
はいろいろあります。産業、交通、都市開発、電
力や情報通信など、いろいろな分野にわたってい
るものを、社会課題の解決に役立てたり、社会イ
ンフラを整えたりと、個々のコンポーネンツを組
み合わせて提供して成長していこうというのが基
本的な考え方です。イノベーションという言葉の
定義は難しく、様々あると思います。新規の技術
の開発をするというのもイノベーションですし、
もう 1つの考え方として新規の課題を発見した
り、開発をする。市場だったり、消費者だったり、
その国の人々が気づいてないようなことを発見し
ていって、それを解決することもイノベーション
です。社会イノベーション事業というと様々なあ
り方を包含していると考えています。
　そのような中で事業展開がどのように変化して
いるか。過去から振り返るとこのようなことが言
えると考えています。（スライド 15）過去はモノ
をつくり、納めることが中心でした。輸出中心の
時代のときもそうでしたし、海外生産、特にアジ
ア圏に生産拠点の展開を押しすすめた時代も、生
産場所は変わってもモノをつくって納めるとい
うことに大きな変化はなかったのだと思っていま
す。しかし社会イノベーション事業を行っていく
ということは、ビジネスモデルに変化をもたらし
ます。
　では、どのようにビジネスモデルが変化してき
ているのか。大規模な社会インフラに関するプロ
ジェクトとなると、弊社のコンポーネンツを納め
るのみでなく建設して据え付けをしてオペレー
ションとメンテナンスまで携ったり出資もする
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ようなこともある。これまでに無かったようなス
キームで事業を進めていくことがいま起きていま
す。
　具体的な例を挙げますと、イギリスの高速鉄道
の事業があります。これまででしたら車両を造っ
て納めるところまでが当社の事業でした。今回の
事業は、日立もリース会社に出資して、ここに車
両を納めます。それに対して 27年間契約で、保
守をしていく事業を行います。そのため、そもそ
も自分たちが得意だった、車両を造って納めるこ
とを超え事業を推進しています。これまでの常識
だけでは事業を進めることをできません。
　つくって納めるビジネスモデルから、ビジネス
モデルが今のように大きく変化をしています。つ
くって納めるというのは、その前提は顧客だった
り、その社会から必要とされているものがわかっ
ている。だからモノをつくって納めることが中心
のモデルだったのだと考えています。それが、社
会課題を解決するような社会イノベーション事業
を推進していこうとすると、顧客が気づいていな
いような社会課題を発見、発掘をして、トータル
なソリューションを弊社グループが持っている技
術を組み合わせて提供していくことに、ビジネス
モデルが変化していくと考えています。（スライ
ド 16）
　変化が大きく。不確実で、複雑性がより増して
いる環境の中で、仮説と検証を繰り返しながら、
失敗するかもしれないというリスクを負いながら
前に進むことが必要になってきている。このよう
な事業の質の変化が、いま起きていると思ってい
ます。かつ、それを領域としてはグローバルに、
いろいろな国々で行っていくことが必要になって
きています。そうするとおのずと、その求められ
る人材像も変化をしてくるということです。
　こちらに「学生へのメッセージ」と書いてあり
ます。（スライド 17）会社の採用のホームページ
を見ると、「こういった人材を日立は求めていま
す」とあります。「従来」の人材像は左側で。現
在示している人材像は右側に記載の通りです。現
在の人材像をつくるにあたっては、海外で勤務し
ていたり、海外ビジネスで活躍している社員に「ど
ういう人物が海外で活躍できるのだろう」と、イ
ンタビューを大量に実施しました。それを加味し
て作成したのが、現在弊社が掲げている人材像で
す。
　今日いろいろ議論になっているグローバル人材
の定義、グローバル人材に必要なものは何だろう
ということについての経団連のまとめ方は、社会
人基礎力プラス、「既成概念にとらわれないチャ
レンジ精神」、「異文化、価値観のさらなる興味、
関心」となっています。
　前提になるのは外国語によるコミュニケーショ
ン能力ですが、弊社の「従来」の人材像にこの「既
成概念にとらわれない」「異文化。価値観への関心」
などを盛り込むと結果として現在弊社が掲げてい
る人材像になるとも言えると思っています。いく
つもの組織・団体がグローバル人材の定義をして
いますが、既成概念にとらわれな発想ができるこ
とやチャレンジ精神異文化対応力など共通する要
素が相当あるという印象を持っています。
　ここからは人事施策としてどのようなことを推
進しているかについて、お話しできればと思いま
す。これは日立のグローバルの人材マネジメント
戦略の全体像です。（スライド 18）グローバルに
共通の考え方で制度設計・運用を行い同じ制度の
中で人材マネジメントを行おうとしています。そ
れを推進するとともに日本国内はグローバル化の
加速を進めなければなりません。そこで、若手に
海外経験を付与するという取り組みを行っていた
り、あと経営研修の全面改定をしています。
　経営研修に少し触れます。（スライド 19）経営
研修は部長や課長などのいわゆる職位別、階層別
教育が企業の中にあります。改訂前は MBA 的な
知識の付与であったり、管理知識などが中心でし
た。それが今では、グローバルに対応できるコミュ
ニケーション能力とリーダーシップ開発に変わっ
てきています。
　先ほどの小野さんの話でドキッとしたのです
が、まさに「部下を叱るときに、褒めてから叱り
なさい」というような内容も実際にやっています
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（笑）。バックボーンが異なる多様な人材と協働し
て成果を出すことを前提にしたときのリーダー
シップのあり方・考え方の付与、スキルの開発を
大量に急速にやっています。この 3年間で 7000
人ぐらいの管理職の人に、そのようなリーダー
シップの研修を受けていただいています。日本の
文化、日本企業だけということを前提にしないよ
うな人たちが入ってきたときに、どのようにチー
ムをつくり、その人たちの力を出していただくの
かということを、会社の中で取り組んでいます。
　もう 1つは若手の海外経験付与です。20代、
30代くらいの若手での海外経験がグローバルで
活躍できる人材の素地をつくると考えています。
海外で高いパフォーマンスを発揮する人の多くに
若いころの海外勤務経験があるとの調査結果があ
ります。（スライド 20）若いころに何らかの形で
海外経験をするということは、視野を広げたり、
異文化ってこういうものだとわかるきっかけや刺
激になると考えています。早い時期であればある
ほど、その刺激は大きいと考えています。
　若年層のうちに何らかの海外経験をしてもら
う。そしてその後と、ローカル人材を上司もった
り、ローカル人材と協働するような体験をしてい
く。（スライド 21）そういう体験を積みながら日
本で働く人材のグローバル化を進めようと取り
組んでいます。海外での業務そのものに関わる前
に、海外での生活を経験していたり、肌感覚で現
地の文化、生活を理解すること。体験を通じて、
対応力の素地をつくろうという取り組みをしてい
ます。ハイコンテクストな文化を前提にするので
はなく、ローコンテクストな文化を知ってもらお
う、体感してもらおう。肌感覚で現地の文化、生
活を理解すること、体験することを目的にやって
います。現在のところ日立グループ全体で、3年
間で 3000人の方に行っていただいています。欧
米は半分ぐらい、それ以外の新興国は半分ぐらい
です。
　日立グループ・グループ外の会社海外の企業の
中でインターンをして働く経験をしてみるとか、
NPO で働いてみるとか、現地の工場で働いてみ
るとか形態はさまざまです。（スライド 22～ 25）
　これは 1例ですが、留職と呼ばれているものが
あります。社員を新興国の NPO や中小企業に派
遣し、3週間なり 6週間なりでその人の本業のス
キルを生かして何らかの課題の解決に取り組みま
す。そういう形で実際に自分の能力、技能を、現
地にある課題、地元にある課題の解決に使って
くるという経験をしてもらいます。異文化な環境
の中で思ったとおりにいかないといういことを多
くの派遣者が体験します。それによって自分の常
識が通用しないとか、状況が刻々と変わる厳しい
中で、多様な人材と関わりながらやり遂げること
はどういうことなのか。このような体験をしても
らっています
　派遣者の中には、社会格差の問題や環境問題な
どの社会課題に関心が向く場合もありますし、地
域社会とは・国とはなんだんだろうと広く考える
視点を持った者もいるようです。そして、自分と
して何ができるのか、自分が何のためにその仕事
をしているのかとか、自分が本当にこの仕事を通
じて何をしたいのかということを、こういうこと
を体験しながら考えることにつながることもあり
ます
　最後に、まとめに代えてですが、グローバル人
材の私なりの理解をお話ししたいと思います。変
化が激しく、不確実性が高い中でもリスクをとり
ながら前に進むような事業を、しかもそれをグ
ローバルに行っていくことが問われています。そ
れを推進する人材がいま求められています。
　課題が不明確、正解がわからない。しかし、前
に進む。なぜそのようなことができるか、それは
恐らく自分というリソースを使って、何かの役に
立ちたいとか、何かを解決したいとか、仕事を通
じて自分はこうしたいという思いだったり、志
だったり、言葉はわかりませんが、信念がないと
できないのではないかとこのごろ考えています。
　こう考えると、実はグローバル人材という言葉
のくくり方がしっくりきません。何か新しい言い
方はないかと思っています。グローバル人材とい
う言葉を使わないと、何かの変化に対応できて、
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グローカル人材を創る
様々な人々と協働して、何かを解決する人という
言い方になってしまいますが、そういう言葉が何
かうまくできないか。グローバルというと、英語
ができて海外で働く人のようなイメージが強いよ
うに感じます。日本国内でも、変化に対応し、協
働して課題を解決する人材は必要ですし、何かふ
さわしい言葉が見つかればと、このごろ思ってい
る次第です。一方的にしゃべりましたが、ご清聴
ありがとうございます。（拍手）
武石　山田様、ありがとうございました。非常
に具体的なお話、事例もあり、ビビッドにご理解
いただけたのではないかと思います。時間は残り
少ないのですが、外部のゲストスピーカーの方か
ら、社会はどのような人材を求めているのかとい
うことでの問題提起をいただきましたので、その
整理の意味も含めてキャリアデザイン学部の高野
がモデレーターを務め、前半の議論の整理をした
いと思います。
高野　皆様に第二部について関わることまでお
話をいただきました。大学教育の問題や学部教育
については、私たちの学部の中野さんが第二部で
話をした後で取り上げることにして、社会が求め
る人材像の問題に焦点をあてて、お互いの意見を
もう少し交流しようと思います。
　最初の酒井さんの問題提起から始まって、皆さ
ん共通にいろいろな言葉で、「課題解決能力をも
つ人材」を語られたと思います。例えば小野さん
はポジティブというキーワードと関わって、三つ
のキーワードのなかでどんなふうにポジティブが
位置づくのかという話もありますが、課題解決を
する力という問題をお話しになりました。課題解
決するときに、では何がエレメントになるのかと
いうことでいうと、恐らく人間関係の調整能力、
空気を読むという要素があるとも話されたように
思います。
　それから遠藤さんはかなりラディカルにおっ
しゃったのですが、課題解決の力はかなり昔から
問題になっていたと。40年前ぐらいから課題解
決能力は言われていて、恐らく文部科学省の中に
おられて、その周辺ではこの種の話が常に議論に
なってきたことなのでしょう。ただ、なぜそうし
た力の育成ができないのかという問題ですね。私
は教育学者の端くれですが、なぜ学校教育の中で
できないのかについては常に関心をもってきまし
た。学校教育のなかで問題解決学習、地域のこと
についての調べ学習などという取り組みはこれま
でにもありました。加えて、「総合的な学習の時間」
の中でもそうした取り組みが位置付けされている
場合も少なくありません。しかし「総合的な学習
の時間」自体がカリキュラムの隅っこに追いやら
れていることもあって、問題解決能力が学校教育
のなかで位置付いているとはいえません。
　この論点とかかわって、私たちの大学の先輩筋
にも当たる日立の山田さんが話されましたが、そ
の最後のところが非常に興味深かったです。問題
解決という前に、問題って何だろうかと問う力が
必要なのだというお話でした。これを問題発見能
力といいかえてもよいかもしれません。つまりグ
ローバルになればなるほど、問題っていったい何
かということ自体を発見したり、共有したりする
ことが非常に難しいし、そのことが非常に重要な
問題になるということです。日立では、問題解決
力の前提としての問題発見や、問題とはいったい
何だろうかということを、どんなふうに社内の研
修の中で言われているのでしょうか。
　もう一つ取り上げてよい論点は、問題提起にと
どめますけれど、学校教育や大学教育でやらなけ
ればいけないことと、プラス・アルファやること
は何なのかという区別を、ちゃんとつけない時期
なのかもしれないと思って聞いていました。遠藤
さんはトラディショナル（伝統的）な専門性の重
要性を言われました。このごろの教育は人間関係
能力が大事だとか、インターンシップが必要だと
か言って、専門性の形成や知的な能力をつけるこ
とについて、おろそかになっているのではないか。
そう遠藤さんは我々に対して批判をされたのでは
ないかと、私は思っています。
　このことと関わって、小野さんのお話で言えば、
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英語が学校教育で本当に大切に扱われているのか
という問題ですね。大学の学部教育で週二回、1
時間半ぐらいやって英語能力がつくなんて、恐ら
く英語教育の専門家は誰も思っていないわけです
ね。そういう基礎的な英語力を、どう育成するの
かという問題です。
　また、山田さんはいろいろなことを注文されま
したが、専門能力や基礎的な能力と関わりながら、
「社会人基礎力」も問題にされました。基本的な
人間性や生活習慣、あるいは基礎学力や専門知識
を橋渡しするような位置づけにある能力を、社会
人基礎力と言っているわけです。社会人基礎力か
ら見ると、大学でしっかり培う能力とは何だろう
ということです。
　では、時間もそれほどありませんので、問題解
決あるいは問題発見の力を切り口に、いったいグ
ローバルな社会の中でどんな人材あるいは能力が
求められているかというテーマを、もう少し皆さ
んのご意見を聞いて掘り下げたいと思います。ま
ず遠藤さんから口火を切っていただけないでしょ
うか。
遠藤　問題や課題の解決能力というときに、最
後に山田さんがおっしゃったように、まず課題を
発見するというところですね。いま高野先生も
おっしゃいましたけれど、確かに今の学校教育で
は与えられた課題や問題を解く、解答することは
毎日やるわけです。でも、そもそもその課題は何
なの、問題は何なのと、これを見つける練習はあ
まりやっていません。それがまさに総合的な学習
の時間とか、そういった学習の場面でやろうとい
う意図だったわけですが、今の状況はなかなかそ
ちらまで手が回らないというか、まずは基礎学力
をつけなければということになっています。
　また、40年前から同じことを言われていると
話しましたが、比重が変わっている面はあるのか
もしれません。世の中の課題を発見する能力を、
ますます重視していかなければいけないという方
向にはなっているのかもしれないし、それに学校
教育も対応していかなければいけない。けれども、
まだそこが間に合っていないという状況なのかも
しれません。
　ただ、もっと気軽に考えると、本当にそうかな
という思いも自分にはあります。例えば 40年前
でも、80年前でも、当時の人たちはそのときの
課題を、自分たちで発見してきたのではないか。
すごい病気が蔓延していって、バタバタ死んで
いって何とかしなければというような明らかな課
題は別として、江戸時代の終わりに黒船がやって
きて、さあ、どうするというときには、課題発見
能力と解決能力と両方求められるわけですね。そ
のとき、そのときの課題を、そのときの人たちも
発見して解決してきたのではないか。そういう意
味では、そんなに新しいことではないのではない
かと、先ほどあえて私が言ったことを貫くとすれ
ば、そういうことかと思います。
高野　確かに、何が問題なのか、そもそも発見
するのが難しいわけですが、これを学校で教える
にはどうすればいいか。これはいつの時代でも課
題だったのではないかと思います。あえて言えば、
これは大学からというよりはその前の学校段階か
らやっておいたほうがいいかと思います。身近な
ところでは、どういう課題があるのかとか、自分
なりの意見を持ってみようということを、もう少
しグループ・ディスカッションのような授業を多
くしてやっていったらいいのではないかというこ
とです。先生の授業を座って聞く受け身の授業が
多いというのが、日本の学校教育の定番ですが、
そこをもう少し変えていけばいいのではないかと
思います。ただし、少しずつ小中高のうちからで
きればいいですが、やはりこういったシステムは
変えるのがなかなか難しいので、大学でディベー
トをやるなり、体験型の問題解決・発見の科目を
充実させたりすることも必要もなるでしょうね。
高野　山田さんは典型的な法政ボーイだったの
ですね。法政二中ではなく、二高からですか。
山田　在学当時はまだ中学がなかった時代です。
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高野　二高から法政大学へということですね。で
は、いま企業研修の中で感じられていることを学
校教育に置き換え、ご自分の学校教育の体験など
も頭に置きながら問題解決力、問題発見力の問題
について、お考えがあればお聞かせいただけませ
んか。
山田　すごく大切な課題だと思っているのです
が、本音をいうとこれをやれば問題解決力、問題
発見力が身につくというものはないと思っていま
す。まず企業の立場で言うと、いろいろな国の中
でそこの国の問題を発見していかなければいけ
ない。海外に成長を求めるのであればその国々の
ローカルのところに一緒に入り込んでいって、一
緒に物事を考えることで発見をしていくことにな
ります。発見能力なのか、いろいろな人たちと協
働できる力ということなのか、このことも非常に
迷うところです。
　ただ、やはりどこかで個人的にこだわっている
のは、そういうことができる人とは何だろうと考
えると、究極なぜ自分はこの仕事をやっているの
だろうかとか、自分はこういうことをしたいのだ
という、強い思いや志のようなものがないと駄目
だ、ということです。社会の中だとリスクを取り
たくないですから、萎えてしまうようなものもあ
りますね。だから大学教育の中でどうしたらよい
のかと言われると、「相談させてください」とし
か言いようがなくて、という感じが正直なところ
です。
高野　我々大学教員もわからないことを、三人の
皆さんにその答えを求めるのも無責任なことかも
しれません。一つ事例を紹介しますと、「21世紀
型スキル」という考え方があります。これは国際
プロジェクトで取り組まれているもので、オース
トラリア、シンガポールあるいは中米の国、オラ
ンダも加わっています。「21世紀型スキル」とは
協調的問題解決力ということです。インターネッ
トを利用して、本当にグローバルな形でチャット
をやる中で参加者が一緒に問題解決する取り組み
です。そういう中で他者理解、参加や貢献するこ
とを学ぶ、そして想像力や問題解決力を育成する
ということです。また、PISA という有名な国際
学力調査テストが 2015年にありますが、そこで
は協調的な問題解決力を問う問題も出題されると
聞いています。
　山田さんが一人で何かをやるというのではな
く、チームで解決するといわれたように、インター
ネットなどを使ってグローバルなネットワークの
中で、みんなで協調的に問題解決をするという時
代だろうと思います。だから問題の発見、問題の
とらえ方についても、異なる立場や対立すること
もあります。紛争状況などの場合は当事者同士が
反目するわけです。そういう中で武力ではなく、
どう協調するかということが、まさに問われてい
るのではないかと思います。
　さて、ここまで話を進めてきましたが、人材像
や能力像の話題から、大学教育あるいは学部教育
へと移らざるを得ないはずです。これについて、
休憩を少し挟んで第二部でしたいと思います。最
初に、ゲストの方に知恵を借りるのではなく、我々
が今までどんなことをやってきたのかということ
について話題を提供することから始めたいと思い
ます。このシンポジウムは、単に問題を外部の人
たちと交流するだけでなく、私たちが学部教育の
なかでどんなことをやってきたかを検証する場で
もあります。第二部もよろしくお付き合いくださ
い。
武石　パネリストの皆さん、ありがとうござい
ました。それではここで第一部を終了したいと思
います。休憩の間にご質問のある方は質問紙にご
記入いただいて、お渡しいただければ後半の議論
に反映させたいと思いますので、よろしくお願い
いたします。
（暫時休憩）
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武石　では、後半の第二部に入りたいと思いま
す。先ほどは人材に求められるさまざまな能力に
ついて語られましたが、そこで大学教育、特に我
が学部はどういうふうに対応しているのか、いな
いのかということを含めて、最初に学部からの問
題提供をさせていただきます。本学部の中野さん、
よろしくお願いします。
中野　法政大学キャリアデザイン学部の中野と
申します。私からは先ほどのお話を受けて、この
学部でどんな取り組みをしているのかということ
についてお話します。
　「キャリアデザイン学部における教育の理念と
方法」ということで、少し大げさですが、お話し
ていきます。まず議論がブレないように、私がこ
れから報告する主題です。本学部はグローカル人
材の育成に資する教育を実現できているのか、と
いうことを念頭に置きながらお話をしていきま
す。
　まず三点について話します。最初は、この学部
の教育目標を簡単に確認します。次がメインにな
りますが、学部のカリキュラムの特徴と方法につ
いて述べます。最後に、要約と課題について言及
します。
　ご案内の方が大部分かと思いますが、本学部は
2003年に設立されました。当初からの教育目標
は、キャリアデザイン学の習得・研究です。それ
を習得することによって、先ほども遠藤さんから
お話があったのですが、自立的な人を育て、かつ
自立的な人を支援する、そういう専門家を育てる
ことを目標に置いています。
　ただ、内幕をお話しすると新学部設立以来、非
常に苦労して私たちは運営を続けています。カリ
キュラムを何回か改定しています。10年に及ぶ
歴史ですが、教育プログラムを常に拡充、修正し
てきた歴史でもあることを、まず申し上げておき
たいと思います。
　以上を踏まえてこの学部のカリキュラムが、ど
んな形をとっているのかをお話ししていきます。
キャリアデザインについての、この学部の捉え方
です。キャリア、人が生きるということですが、
これについて働く、これはビジネスキャリア、そ
れから暮らす、ライフキャリア、さらに学ぶ、発
達教育キャリア。これらの三つの側面をまず識別
をします。これら三つの側面から総合的、統合的
にアプローチをする。これを大きな特徴としてい
ます。
　さらにもう一つですが、学生の潜在的な能力を
できる限り引き出したいということから、理論・
学問の習得、研究だけではなく、できる限り体験
型授業を実施して、その経験的な学びの中から成
長の機会を提供する。こういうことを念頭に置い
ています。
　以上のようにこの学部の目的としては、キャリ
アデザイン学の習得・研究ですが、これに三つの
側面から接近していく。すなわち働くという側面、
暮らすという側面、そして学ぶという側面から、
学問的に接近するということが一つです。もう一
つは、ここに体験型授業をさらに置いて、学問と
体験あるいは理論と経験を、車の両輪として機能
させて、さらなる習得を図る。このことを大きな
特徴にしています。
　いま申しました全体像の中で、体験型授業につ
いて簡単に中身を見ていきたいと思います。まず
体験型授業ということで、大きく分けて三つ用意
しています。高校での実習を行うのがキャリアサ
ポートです。キャリア体験は企業での実習、いわ
ゆるインターンシップということになります。も
う一つは、国際的な、海外での体験を積む。これ
ら三つの体験型授業を用意しています。
　本日は時間も限られていますので、この中で高
校を対象とした実習授業で、これは他の学校には
あまりない事例かと思いますので、これについて
少し触れておきたいと思います。最終的に何をや
るかということですが、高校生に対してキャリア
教育に関するグループワークを学生が実施する。
これが最終的な課題になります。これは 1年を通
してやっていきますが、それを行うために春学期
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にコミュニケーション能力の育成、キャリア教育
の基礎概念の習得を、学内の教室でグループワー
クをしながら身につけていきます。後期に実際に
4人のチームで、特徴の異なる高校二つを訪れま
す。例えば昼間の進学校を一つ訪れる、もう一つ
は定時制高校を訪れる。かなり違う特色を持った
ところを訪れます。それぞれ4人で企画するので、
非常に緊張しながら学生は取り組んで、失敗もし
ながら経験していきます。
　この経験から三つのことが得られると考えてい
ます。一つは多様な高校生、例えば心を閉ざして
いる高校生に対して相談をして、進路の展望を開
かせる。そういう経験を積むことによって、いろ
いろな人がいて、世の中には多様な価値観がある
ことを肌身に感じさせることです。二点目はキャ
リア教育の諸概念。キャリアデザインから始まっ
ていろいろな概念がありますが、机の上で学んで
いるだけではなく、実際に自分が相談の中で使う
ことによってその概念の有効性を確認することに
なります。三点目は、これはかなり緊張してやり
ますので、それをできたということを経験させま
す。
　そうすると前段の辺りが広い視点、今日の言葉
で言うとグローバルな視点、後ろのほうの視点が
現実の課題を乗り越える、すなわち今日の言葉で
いえばグローカル人材の育成に資するプログラム
になっているのではないかと、考えています。以
上が体験的な授業の概要です。
　次に学問面について話します。学問面について
は、今日最初から申し上げていますように、3分
野から接近することが大きな特徴です。3分野に
ついては特定の領域だけに偏った履修をするので
はなく、広くこれら三つの領域から履修しなさ
い。トリプルメジャーか、ダブルメジャーか、と
にかく広くとってください、ということを学生指
導の際にお話ししています。これはそれぞれの分
野でかなり視点が違いますので、これをやること
によってグローバルな視点が得られるのではない
かと思っています。
　ただしですが、ここから違う話になります。実
際この教育をしてみると、やはりこれだけではだ
めだということを非常に感じました。この点につ
いてですが、実際に社会的に有為な人材、今日の
言葉で言うと「グローカル人材」ですね。この育
成のためには学際性、広く学ぶ。言い換えればグ
ローバルな視点とともに専門性、深く学ぶ。今日
の言葉で言うと「ローカル」と言っていいかと思
います。この両方の能力がないと、有為な人材に
はならないのではないかということを、学部全体
としても強く認識するに至っています。
　ここで少し学部の話から視点を広げていって、
例えば経済学部や文学部という従来からある古典
的な学部とこの学部を対比することで、この学部
の特徴を浮き彫りにしてみたいと思います。学問
については、広く 2種類の学問があると昔から言
われています。その一つはディシプリン、訓練等
の意味で、特定の現象を解く体系的な方法をもっ
ている学問。例えば経済学、社会学それから心理
学です。これらの学問は独特の解く道具をもって
いるわけです。それに対して領域の学問、これは
社会的ニーズの高いテーマを、自分ではディシプ
リンをもっていないのですが、他の分野のディシ
プリンを借りることによって解いていく。この典
型的な学問が経営学です。これは心理学、経済学
や工学を使って、経営上の課題を考えていく。
　キャリアデザイン学というのはこういう対比で
見れば、典型的な領域の学問であると言えると思
います。その上で実際に起きていることを考える
のですが、この学部で勉強することというのは、
学生はすごく関心が高い。テーマが山積していて、
「なぜ大学を出ても正社員になれない人が多いの
か」、あるいは「結婚しない人が増えているのは
どうしてなのか」「結婚して本当に幸せになれる
のか」。このようにテーマはたくさんあります。
ただ、これは広い視点からだけ考えていくと、「私
は今の社会はだめだと思います」とか、そういう
ことを言っているだけですと、そもそも説得力の
ある議論にはならないし、実際に社会で求められ
る人材はそうではないだろうと思うわけです。
　ということで先ほどの繰り返しですが、一定の
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方法論に従って適切、考察する力も重要である。
「学際性」×「専門性」の視点が重要である。ま
さに「グローバル」×「ローカル」な視点が重要
である。今日のテーマをもともと考えていたわけ
ではないのですが、もともと学部でこういうこと
を考えていたということです。
　先ほどの伝統的な学部との対比をさらに行って
みますと、伝統的な学部、例えば経済学部などは、
まずディシプリンありきです。1年生に入学しま
すと、経済原論を勉強していくわけです。まずは
技を勉強して、その次に所得格差の問題、金融市
場の分析などをして、課題を最終的に解決してい
くという手順を踏むわけです。ところが領域型の
学問はそうではない。最初にテーマが設定される
ことになります。具体的なテーマに対して学生は
非常に関心を持ちます。ディシプリン型学問、伝
統的な学部の場合には最初の技の勉強で関心を失
いがちなのが欠点ですが、領域型学問の場合には
対象となるテーマに対しては強い関心持つ。
　しかし領域型学問は、ディシプリンの獲得の局
面をどう乗り越えるかが問題になります。どう
やってディシプリンを身につけさせるのか。ここ
でテーマが与えられ、社会学でもいいし、経済学
でもいいし、教育学でもいいし、専門分野を身に
つけることによって課題を解決する。そういう意
味では伝統的な学部と新しい領域型の学問という
のは、最終的に目指す方向はそう変わらないので
はないかというのが私の考えです。
　では具体的に何をやっているのかということ
で、近年のカリキュラムの考え方ではこういう
施策を講じています。2年生の前半まで 3分野を
広く勉強します。それに付随して、まず 1年生の
ときに少人数の調査法の授業を必修化していま
す。この内容は統計学に関する量的調査、インタ
ビュー調査等に関する授業。これは一言で言うと、
方法論に関する授業です。これは少人数で、学生
には「すごく嫌だ。私はシグマというものがわか
らないんです」と言われることもありますが、非
常に重視しています。
　さらに領域の選択ということで 2年生の秋学期
になったときに、この 3分野の中から一つ分野、
ゼミを選択してください。例えば私はライフキャ
リアを選択したとなった場合に、ここから一定の
単位数を必ず取りなさい、と学則上、そう決めて
います。そうすることによってある領域について、
集中的に単位を取り、専門性を身につける。その
結果として一定のディシプリンを身につけて、厳
密、論理的な議論ができて、解決力のある人材育
成を目指す。こういうことを、学部としては大枠、
目指していることになります。すなわち、当初、
広く学んだ上で、専門性を積み上げていって、月
並みですが、総仕上げはゼミにおける研究活動と
いうことになります。
　では、研究とは何をやるのか。まだ解明されて
いないテーマがキャリアデザイン学には山積して
います。それらを体系的に解明することこそ、研
究です。ではなぜ「研究、研究」と私が言うのか
ということですが、研究のプロセス、ここでは実
証的な研究を例に挙げてご説明をしたいと思いま
す。
　まず、研究というのは、研究テーマを設定する
ところから始まります。指導するときに、私たち
は二つの条件を満たさなければだめだと言ってい
ます。それは、まず自分が強い関心を持っている
こと。それだけではだめで、もう一つは社会のニー
ズがあることです。いま早く結婚する人、結婚し
ない人といろいろな形があるけれども、それが現
在の世の中では社会でも、なぜそうなっているの
かを知りたいし、自分の関心も強い。そういうと
きにテーマを設定するといいですね、と言ってい
ます。
　ただ、実際の指導の中で半数以上の学生が、「私、
テーマを設定できないのです。だからテーマを与
えてください」と言うのですね。冷静に考えてみ
ると、今の大学生は高校までどんなことをしてき
たのかというと、テストで常に「これを解け」と
与えられる。テーマは設定された上で、あとはど
れだけ効率的に解くか。特に受験を積んだ学生ほ
ど、そういう訓練を積んでいるわけです。
　そういう意味では、ここのところができないと
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いうのは致し方がない部分があって、大学ではこ
ここそを、まず育成しなければならないと思って
います。研究というのはテーマがひとたび設定さ
れますと、仮説を構築して、なぜ結婚が早い人と
遅い人がいるのかということを、文献等を使って
いろいろ調べてみます。その上で、仮説を証拠づ
けるデータを収集します。上場企業でしたら毎年
1,000社以上のデータがあります。場合によって
はそれらを手入力して、これを検証するわけです。
自分の仮説どおり、データで説明できるかどうか。
　大多数の例は、ここで否定されるわけです。「あ
なたの考えていることは、データで裏付けられま
せん」。そこでペシャッと倒れてしまうケースも
ありますが、ここで何度も何度も深めていって、
最終的にゴールにたどり着ければ、未解明の事柄
の全貌を自分の手で明らかにすることができま
す。それを最後に発表するという形をとります。
学生はそれをかなり緊張しながら発表します。
　私はいま研究を強調しましたが、研究には幾つ
かの意義があると思います。まず一つは、私が大
学生のころには他人が書いたものをまとめる、こ
れが卒論だったのですが、この学部では違い、オ
リジナリティの高い研究成果を残す。そこにはい
ろいろな能力を総動員しなければならない。1年
生のときに学んだ方法論はもとより、深い思考能
力、当事者意識。グループでやりますので、チー
ムで 1＋ 1が 2を超える成果を生む体験も積むと
いうことです。
　私たちも講義をやっていて、講義だとテストが
できた、できないでしか、学生の能力がわからな
いのですが、研究を実際にやってみると、その人
の本当の能力がわかるわけです。そうすると私た
ち自身も、研究を通じてじっくりと学生と向き合
うことによって、初めて学生の本当の力が引き出
せるのではないか。単純ですが、そういうことを
よく思っています。
　これも単純ですが、すべての学生がこういうこ
とに取り組むわけではないというも事実で、実際
にこういう経験をします。学問的な方法に沿った
研究は意味がありますが、途中で嫌になってしま
う人も多い。そんなことよりはエントリーシート
の書き方や、面接の練習をやったほうがいい、そ
れをやりたいと言われることもあります。ただし
私の経験から強く言えることは、真剣な研究活動
というのは、確かに即効性はないのですが、これ
はグローカルな人材育成には非常に有効であると
ということです。
　一つだけ事例を申し上げます。私が指導した人
で 150人ぐらいの従業員を擁す会社の社長で、45
歳ぐらいの人がいました。その人は頭が下がるく
らい、熱心にアカデミックな研究をやって、すご
くいい研究成果を残しました。その人が卒業する
ときに、やはり大学って素晴らしいと。専門学校
と違うのは即効性のないことをやる、仮説検証を
やる。私はこれまでがむしゃらに生きてきたけれ
ど、若いときにしっかりと研究を行っていれば、
仮説と経験とが車の両輪として機能していくの
で、仕事をやる上で抜群の効果を発揮するはずだ
と、言っておられましたが、私も非常に勇気づけ
られました。
　そういう意味では学生の皆さんに伝わりにくい
部分ではありますが、実は本当に社会で役に立つ
ことということは、すぐには役に立たないのでは
ないか。じっくりと大学において学問に取り組む
ことこそが、将来的に見たときに大きな力になる
のではないかと思っています。今日申し上げたと
ころがこの辺りのところです。
　課題ということでは、入学したときにすでに優
秀というタイプの学生はいるのですが、私が目指
したいのは、入学したときは普通の学生、ごく平
凡な学生で、4年間たったら、こんなに変化しま
した。そういうことが大学でできるといいな、と
いうふうに強く思っている次第です。雑ぱくなお
話ですが、以上でございます。ありがとうござい
ました。（拍手）
武石　学部の取り組みを聞いていただきました
が、どうせ良いことしか言ってないだろうとお考
えの方もいらっしゃるかもしれません。そこで卒
業生に登場いただき、ご自身がキャリアデザイン
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学部を通じて、どんな能力を身につけたか、ある
いは能力を身につけたいか、という話をしてもら
いたいと思います。
　最初に卒業生の柳原さん、就職して 3年目です。
お願いします。
柳原　こんにちは。法政大学キャリアデザイン
学部中野ゼミ、2011年度卒、柳原美希と申します。
本日はよろしくお願いいたします。本日は、私が
キャリアデザイン学部、そして中野ゼミを通して
学んだ「走りながら学ぶ」ということについてお
話しさせていただきます。
　私は中学、高校と女子校で育ちました。周りは
専業主婦の母ばかりです。そして私の母もかつて
そうでした。しかし私たち 3人兄弟を出産後、母
は今までとは全く別の分野で働き始めました。職
業人として葛藤する母の姿を見て、私自身も自分
の将来について迷い、悩みました。しかし何の一
歩も踏み出せず悶々とし、ひどいときには大学の
進学すら迷っているような状況でした。そして私
は私自身、そして母、女性の人生について考えよ
うと、キャリアデザイン学部を志しました。キャ
ンパスにはさまざまな性別、年代、国籍の学生、
そして個性豊かな教職員の皆さんがいました。当
たり前のように多様性を認められ、皆生き生きと
して見え、私は本当に自由を謳歌しました。
　まず、学部ではフィールドワークやインターン
カリキュラムなど、体験型の授業を通して私はま
ず走り出すことの重要性を学びました。具体的に
行動してみることで具体的な問題が見えてきて、
とても刺激的な日々でした。さらに経営統計論、
企業会計論など、学部の魅力的な座学を通じて、
私は走り続けるためには先人の知恵を学ぶ必要が
あると強く感じました。そしてこれから自分で考
え、自分で学び続けるため、物事の根拠となるよ
うな統計学が人生において武器になると考え、ビ
ジネス分野である中野ゼミの門を叩きました。そ
して中野ゼミの研究成果を、女性の結婚時、出産
時の就労継続要因という形で、統計分析を用いて
実証研究でまとめました。
　研究からは育児と仕事を両立している女性の場
合、夫の家事手伝いを得られているということが
明らかになっています。また、ただ職場の制度を
整えるだけではなく、実際に 1人でも多くの女性
が、仕事と育児を両立していることが重要だとい
うこともわかりました。またそれだけでなく夫も
育児に参加できるように、女性の職場環境だけで
なく夫の職場環境も変えていく必要があることを
学びました。またこれからの研究成果とともに、
自ら仮説を立て、統計を用いて検証するという技
を私は手に入れました。
　以上のようにキャリアデザイン学部の 4年間
で、まず動き出し、定期的に、客観的に検証し、
絶えず修正するという学びのサイクルを手に入れ
ました。この学びは職業人となった、今の日々の
業務の中でも生きてきています。これは先ほどの
お話であった現場での課題を発見し、自分で解決
していくことにつながるのではないかと思いま
す。またこれは職場だけではなく、地域人、日本
人そして家庭人としての今後の私の人生でも役に
立つ技であると確信しています。ご清聴ありがと
うございました。（拍手）
司会　柳原さん、ありがとうございます。
　次は現役の 4年生です。大学があと半年ぐらい
で終わるという岡村健君、お願いします。
岡村　皆さん、こんにちは。キャリアデザイン
学部酒井ゼミ 4年の岡村健と申します。本日はよ
ろしくお願いします。
　私はこの大学 4年間で、実際に地域に入って活
動してきました。そのことを中心にお話しできれ
ばと思っています。簡単に自己紹介をします。実
際に履修をしていた授業は、ビジネスや地域活性
系の授業を主に専攻していました。特にキャリア
体験学習も履修し、長野県飯田市の行政のイン
ターンシップに参加してきました。ゼミではプロ
ジェクトを通して、マーケティングの理論を学ぶ
酒井ゼミに所属しています。こちらでも長野県飯
田市と実際にプロジェクトを運営しており、飯田
12_シンポジウム_vol12-2.indd   166 15/03/06   17:58
Hosei University Repository
167
グローカル人材を創る
水引という飯田市の伝統工芸品の衰退を食い止め
るということで、プロジェクトを実施しています。
もう一つ、それ以外にインターンシップをやって
います。これも地域活性系のウェブ予約サービス
を運営している、本当に小さなベンチャー企業で
はありますが、そこで 2年間ほどインターンシッ
プをしています。この三つを交えながら、お話し
できればと思っています。
　これがいま現在インターンシップをしていると
ころで運営しているもので、全国の遊びをたくさ
ん集めて、ここで予約ができるサービスを運営し
ています。今回お話をさせていただくに当たり、
せっかくキャリアデザイン学部ということですの
で、キャリアデザイン学部で学んだエドガ ・ーシャ
インのキャリアアンカーに沿って、お話しできれ
ばと思います。八つの分類の中で私は社会献身と
か、何か社会の役に立つというところを自分の
キャリアアンカーに持っています。
　もう少し具体的にお話ししますと、地域に寄り
添ったアクションを起こすということで、新潟県
出身で地元が好きということもありますし、日本
のいろいろな地域に寄り添った活動をしていきた
いなという思いから、私の中での軸が定まってい
ます。インターンシップでも同じように地域活性
につながるものを選択し、今でもすごく充実した
取り組みができていると考えています。
　もう一つ、先ほど理論と実践ということでお話
がありました。私もこの考えの下、4年間学ぶこ
とができたと振り返っています。授業ではさまざ
まな理論、高校では習えなかったような理論を教
えていただき、実際にインターンを通して実践を
するとか、ゼミにおいては理論と実践を重要視し
ているゼミに所属しているので、マーケティング
の知識を深めたり、地域に入っていってプロジェ
クトをすることを通して学ぶことができたと振り
返っています。
　実践を中心にやってきた中で、どうしてもつま
ずいてしまうところがあります。そのときにもう
一度理論を学ぶ、例えば本を読む、インプットす
ることに置き換えられるかと思います。しっかり
と自分の中に学びをインプットすることをもっ
て、実践でアウトプットしていくところをいつも
心がけていました。来年 4月から社会人になりま
すが、今後はこの学びを生かして、引き続きこう
いったところを大切にやっていければと思ってい
ます。ご清聴ありがとうございました。（拍手）
武石　岡村君、ありがとうございます
　三人目、中国から留学してくれている 2年生で
す。国際のキャリア体験という授業があります。
体験型の授業の中で海外に行って、いろいろな経
験をしてくる。その体験を中心に話していただき
ます。
　では張洪赫（Jang honghyuk）さん、お願い
します。
張　中国吉林省出身の朝鮮族です。2010年、当
時 19歳で日本語も全くわからないままひとりで
日本に来て今年で 5年目になりました。視野を広
げたい、異文化を体験したいと思ったのが日本に
来る最初の理由でした。また自分は朝鮮族である
こともあり、韓国語も母国語のようにしゃべり
ましたが、留学生活をしやすい韓国より、やはり
教育水準の高い日本で大学に入りたいから日本に
来ました。そして大学で自分の強み、特徴を把握
し、将来の目標を決めてキャリアをデザインして
いきたいと思いました。1年間日本語学校、2年
間専門学校で勉強して、来日 3年目にキャリアデ
ザイン学部に入学しました。入学してからもずっ
とせっかく日本に来たから日本に就職したい、日
本の企業で自分の能力を高めたいと思いました。
　しかし、今は日本企業に入りたいという思いは
変わってないのですが、日本で就職したいという
思いは少し変わりました。変わったきっかけと
なったのが、今年夏休みの北京でのインターン
シップの経験です。中国に進出した日系企業で、
仕事の体験学習ができるキャリアデザイン学部の
教育プログラムに参加しました。そしてインター
ンとして、NTT ドコモ北京事務所で職場体験を
させていただきました。仕事の内容としては、ド
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コモの次世代通信技術 5G 技術の研究内容につい
ての学習と、北京市内の 4G 速度調査がメインで
した。またソニーの研究所と、ソニーモバイル・
エクスペディアの生産工場を見学させていただき
ました。
　今回のプログラムに参加することで、初めて中
国の日系企業で働くことのイメージができて、日
本に限らず、できれば海外に進出した日系企業で
働きたいと思うようになりました。これからは将
来の目標を達成するために日本語の勉強はもちろ
ん、英語と韓国語などの語学力を高めたいと思い
ます。またどんな新しい環境でも適用できる。適
用だけではなく、活躍できる能力を持ちたいと思
います。そのために必要となるコミュニケーショ
ン能力を学校生活、例えば中国、韓国の留学生の
活動、ゼミなど、またアルバイト先や郊外活動で
も。例えばボランティア、インターンシップなど
に積極的に参加したいと思います。
　このように積極的に行動して大学で勉強した知
識と日本で身につけた能力を、将来日本、中国、
アジアだけではなく、世界という大舞台で生かし
ていきたいと思います。ご清聴ありがとうござい
ました。（拍手）
武石　張さん、ありがとうございました。
　学生の発表も終わりました。学部から「こんな
教育をしています」「学生はこういう学生です」。
学生は出来すぎかもしれないのですけれども、い
ろいろな学生がいるのですが（笑）、一応ご覧い
ただきました。
　ここから第一部の議論も含めて問題提起をして
いただいたゲストの方々、それから中野先生にも
入っていただいてパネルディスカッションを行い
たいと思います。ではモデレーターを高野先生に
お願いいたします。
高野　あと 1時間もありませんが、第一部での問
題提起された残された話題と、第二部の冒頭でさ
れた学部のそれぞれのプレゼンテーションを組み
合わせながら、話し合いたいと思います。また、
フロアの参加者からもいくつか貴重なご意見をい
ただいているので、できるだけ双方向のコミュニ
ケーションを心がけたいと思っています。
　中野さんとの論点ということでいえば、最初の
遠藤さんの専門性の問題が重なります。中野さん
は、専門性は否定しないけれど、どんなふうにそ
れを位置づけるかという話を、つまり学部教育の
構成原理を、中野さんなりの持論として展開した
わけです。
　そこでまず、遠藤さんにこれについての感想を
お聞きしたいわけです。学部教育のコンセプトに
ついて、中野さんのレジュメでいうと、伝統学部
のディシプリン型学部と我が学部の領域型学部と
いう対比を、どんなふうにお聞きになったのか、
率直なところをお伺いしたいと思います。
　これに関わり、山田さんは伝統学部にずっと育
てられたわけです。さきほど現役ないしは卒業し
て間もない学生がプレゼンしたのですが、山田さ
んなりに自分の受けた大学教育について、専門性
の問題、あるいは体験型や課題発見型の授業も受
講されたのだったら、その辺のご感想やご意見を
いただきたい。
　同じことですが、小野さんにも出身大学の筑波
大学でどんな教育を受けられて、それが自分に
とってどんな役に立っているか、あるいはどうい
う意味を持っているのかについて、お話をいただ
きたいと思います。それでは、順番として遠藤さ
んからお願いいたします。
遠藤　まず、学生さんのプレゼンはすごいです
ね。みんな、そんなにプレゼンができる学生さん
ばかりなのかどうかわからないですが、素晴らし
いなと思いました。
　いま高野先生から言っていただいた伝統的な
ディシプリン型の学部でも、キャリアデザイン学
部のような領域型の学部でも、私はどちらでもい
いというのでしょうか。先ほどの話でいうと課題
解決のために何がいちばん重要なのかという点
で、例えば病気を治すのなら、当然医学を体系的
に学んでなければいけないのでしょうし、また例
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えば、政治的な課題や社会的な課題を解決するた
めには、各個別分野の専門知識を組み合わせて使
う能力が必要になってくるではないでしょうか。
　私は中野先生のお話を聞いていて、先ほど私が
言いたかったことに近いコンセプトでやられてい
るのではないかと思いました。つまり、ただいろ
いろな視野を広げましょうというようなことでは
なく、しっかりと専門性を身につけましょう、と
いうところを重視してやられているかと思いまし
た。私も学部の一員というか、兼任講師をさせて
いただいているわけですが、このコンセプトには
非常に賛同しますし、これがうまくいってほしい
と思っています。
　もう一つ面白かったのは、中野先生が「研究テー
マの設定が最初できない人が多い。それを大学で
やるのだ」という話があり、そこはなるほどと思
いました。小学校、中学校、高校で、課題を見つ
けるという部分はなかなかできていなくて、そこ
まで手が回っていない部分がある。もしかしたら
それが大学の役割の一つかもしれないと、中野先
生のお話を聞いて改めて気づきました。
　私が言いたい専門知識や専門性というのは、伝
統的な学部、つまり法学部や医学部に行ったほう
がいいですよという意味ではなく、どんな分野で
もいいですけれど、問題解決に必要な専門知識や
技能を身につけてほしいと、そういう意味で申し
上げたつもりです。
山田　私の体験ということでもいいということ
ですね。私は法学部の日本国憲法を専攻するゼミ
におりました。3、4年生の時に、1年半かけてテー
マについてフィールドワークをやってこいという
ゼミでした。私たちのときは、基本的人権である
表現の自由をテーマにして、その当時問題になっ
ていたある冤罪で報道された人に会いに行った
り、新聞社に行ったりして、最後に論文にまとめ
ました。
　それが今の仕事にダイレクトに役に立っている
かというと、そうではありません。ただ、そのと
きに物事を考えて、問題を追究していったわけで
す。おまけに 4人 1チームでやって、意見が割れ
るわけですが、でも論文は最後一本にしないとい
けないという過程がすごく重要だったかと思いま
す。中野さんがおっしゃられていた、本当に役に
立つことはすぐには役に立たないということだっ
たかもしれないと、これが今の率直な感想です。
小野　私は筑波大学の国際関係学類にいました。
そこでは英語の授業が半分ぐらいありました。た
だしやはり、先生が講義をして、学生がノートを
取るという受け身の授業が一般的にはおこなわれ
ていました。卒論のときにいきなり研究的なもの
をやり、テーマとしては日本の自動車メーカー
で、アメリカでの生産がうまくいっているところ
といっていないところの比較でしたが、その理由
を研究しました。その際にいきなり仮説の立て方
とはこういうものだよ、ということをゼミの先生
に教わりました。「何だ、これだったら、もう少
し早くからやっておけばよかったな」と思ってい
ました。
　ですから中野先生の研究をやってみる、という
のは素晴らしいことだと思います。もっと中学、
高校でも、どんどんやっていけばいいのにと思っ
ています。大学では問題解決のコツを学んでこな
かったのですが、「ウォール・ストリート・ジャー
ナル」の実践教育といいますか、オン・ザ・ジョブ・
トレーニングの一環として記事を書くときに、ま
ずは何がテーマなのかを毎回、毎回言わされます。
エディターや上司と相談してから、このテーマで
大きな記事を書こうということをやるのですが、
自分のテーマを英語ですと「25ワード以下で簡
潔に述べよ」と急に言われたりします。これを述
べますと、「なぜだ。こういうことは考えたのか。
このことに反対する人はいるのか」と、いろいろ
と厳しく聞かれるわけです。このようにオン・ザ・
ジョブ・トレーニングで幸い訓練を受けることが
できましたけれど、大学でももっとそういった教
育ができればいいのにと思っていました。
高野　中野さんに言ったことについて、皆さん
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賛同されましたが、それで一件落着といえるのか
という問題が実はあります。つまり高校までの教
育と大学の教育との違い、また両者をどう橋渡し
するかという問題です。おそらく遠藤さんは、そ
れを文部科学省でずっと考えてこられたと思いま
すが、近ごろのはやりの言葉でいえば「高大連携」
の問題です。知的な力を何らかの形で高校までに
つけてきていることも事実ですね。これがどんな
ふうに大学の中で開花させられるのかということ
が重要だと思っています。
　中野さんは、順番はディシプリンではなくテー
マからとおっしゃったけれども、学部教育はわり
に積み上げ型の側面もあって、知識あるいはディ
シプリンを教えることを併行して私たちの学部で
もやっていますね。そのことについて学部教員と
して、自分なりの考え方をおっしゃったけれども、
そうすっきりとディシプリン型から領域型へ変わ
るなんてことは、あまり思えないですね。その辺
についてもう少し率直に、学部教育の現状をリア
ルに語っていただいたほうが、次のステップに移
りやすいと思いますが、どうですか。
中野　十分にリアルにお話ししたつもりではあ
りますが。私が申し上げた意図は、まず学部では
やはり積み上げ教育の部分が重要で、座学という
か、通常の講義は重要なわけです。通常の講義で
十分にインプットして、それをどうやって生かす
かというところに今日の話の力点を置きました。
実業界でもかつてはクオーツ時計をつくればいい
とか、カラーテレビを安く品質の高いものを世界
一つくればいいとか、テーマの設定がかつては比
較的簡単だったと思います。そこで日本人は優秀
なので経済発展したわけです。
　先ほどの話にありましたように、実業界もテー
マの設定さえ難しい時代をいま迎えている。その
中で大学生の学びも、法学を学べばこういうキャ
リアを歩める、あるいは経済学をやればこういう
キャリアを歩めるということでは、かつては比較
的簡単な部分があった。ところが、いま学生の皆
さんもそのような展望をもちづらいし、あとずっ
と座学で勉強し続けることが以前より苦手になっ
ているのではないか。
　そういう意味では、まずテーマを設定します。
この学部ですと、3分野のテーマが設定されます。
基礎能力は当然築いた上で、その 3分野の中から
自分が最もやりたいものを選択して、それを自分
の強い原動力として、しかし方法論がなければき
ちんとした考察はできない。本学部には、全体と
してみると、まずテーマを設定した上で、そのテー
マを解明するための方法を学んでさらに深めてい
くというプロセスを踏むという特徴があると捉え
ています。
高野　今のことと関わって、もう少しお話にな
りたいという方はおられますか。フロアの方で今
のテーマについて、ご質問でもいいですが、お聞
きになりたい方はいませんか。
天野（兼任講師）　たぶん伝統的な学部というの
は、学部選びの時に、大まかな分野やテーマを選
んでいることが想定されていたわけです。ところ
が大学がユニバーサル化していくと、今まで大学
に来なかった層の学生も来るわけです。だから、
前提ともいうべきテーマ設定からやらなければい
けない。そこで高野先生がおっしゃっていた、高
校と大学のつなぎ目が問題になるのかなと感じま
した。
　実は、僕はどちらかというと、今は領域型のほ
うがいいと思っています。それはなぜかというと、
問題解決するときにいま問われているのは、問題
解決の質が問われているからだろうと思います。
遠藤さんは 50年前、あるいは 40年前からとおっ
しゃっていましたが、昔だったら結果が、例えば
A 企業の業績が落ちている、それを上げるのは
どうするかが問題解決だったわけです。でも今は、
A 企業が業績を上げたときに、世界的な影響や
社員に対する影響がどうなっているのか、社会的
な影響がどうなっているのかという質が問われて
いるのではないでしょうか。ですから一つの学問
領域だけではなく、幾つかの学問領域を総合した
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力というものが必要だろうと思い、領域的あるい
は学問横断的な教育をするのが理想かと思ってい
ます。
高野　さて、幾つか他の論点もありますので、
ディスプリンか領域・テーマかという話は、ここ
でひとまず終わります。今日のテーマであるグ
ローカルあるいはグローバル化という問題では、
これは小野さんが最初におっしゃったことでもあ
りますが、英語の問題もあります。これは学部教
育にとって大きな課題だと思います。法政大学の
グローバル教育ポリシーには、外国語の授業の増
加、英語のみで卒業できるコースの充実、そして
国際ボランティア及びインターンシップと掲げら
れていますが、英語ないしは外国語の教育をどう
するかについて本気で考えなければいけないわけ
です。
　先ほど私はたかだか週二コマの、それも 2年間
ぐらいの英語の授業だけしか外国語教育がないと
いいましたが、もちろんゼミなどで先生方が英語
を使っておられたり、学生も自分でダブルスクー
ルとしてやっていたりする例はあります。また、
先ほど中国出身の学生がプレゼンしましたが、彼
はトリリンガルですね。日本語も結構できるし、
中国語も朝鮮語もできるわけです。彼は東アジア
の中で必須となる言語能力を持っている。英語は
確かに国際共通語と言われていますが、東アジア
というグローカルな中でどう生きていくかといっ
たときに、英語をどういう位置づけるのかという
ことも含め、英語教育や外国教育の問題は切実に
なってきています。できましたら、この論点につ
いて小野さんはじめ、お三方からお話をいただき
たいと思っています。
小野　遠藤さんもおっしゃったのですが、当然
大学以前の問題でもあり、もっともっと前から始
めなければいけないというのは、そうだと思いま
す。私も小学校 2年生の子どもがいますが、学校
で英語の授業はあることはあります。ただ、1学
期に一回です。そこで歌を歌っているのですが、
1年生の1学期から2年生までずっと同じ歌を歌っ
ている。それではちょっと……。先生にとっては
楽かもしれませんが、子どもたちにとってはどう
なのかなと。1学期に一回、45分ですから、これ
で英語はやった、触れたと言えるのかどうかとい
うのもあります。
　これから香港に引っ越すのでいろいろ見ていま
すが、香港の学校はインターナショナルスクール
の中でも、英語と中国語をバイリンガルスクール
というのが大はやりです。ということは、これか
ら中国語もやっていかないといけないと思ってい
る人たちは、英語と中国語を幼稚園から学んでし
まおうという意気込みがあります。
　それに比べて日本ではまだまだそこまでいって
いませんし、英語の問題が出てくると「英語だけ
ではだめなので」というような議論が出てくると
思います。そこで「英語は別にいいのだ」という
見方も出てきて、そこで議論がゴチャゴチャに
なってしまいます。やはり英語はできるだけ多く
の時間で触れていればいるほど、いいのではない
かと今は考えています。
　もう一つは授業といっても、例えば日常生活に
困らない程度の英語力はマスト（必須）だと思い
ますが、それプラス自分の言いたいこと、意見を
述べられることも必要です。何語でもいいので意
見をまず述べられるようにならなければいけな
い。その上で、英語でそれを述べられるようにな
りたい。そのためには相当の時間数が必要だとは
思いますが、少しでもそこに近づけていければい
いのではないかと思います。
遠藤　英語というのはコミュニケーションの道
具ですから、日本の中だけで考えていると、低学
年から英語をやると日本語がろくに身につかなく
なるということをいう人もいます。はっきり言っ
て他の国の人としゃべるためにやるわけだから、
他の国の人が幼稚園からやっていると、幼稚園か
らやらないと話にならないわけです。それは当然
やるべきだと思っています。
　少し前にそういう話をして、要するに「子ども
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のころは英語ばかりやって、あとはそこから専門
性を身につけるような教育にしたらいいのではな
いですか」というような話をしたことがありまし
た。するとある有名な教育の先生が、「遠藤さん、
10年たったら英語なんて要らなくなる。自動翻
訳できるようになるから、別に勉強しなくても大
丈夫だよ」というわけです。
　確かに、この前ニュースで、世界一の自動翻訳
をつくるプロジェクトが立ち上がったというのが
出ていました。要するに日本人は英語が苦手です。
これまでは「だから英語を勉強しましょう」だっ
たのだけれど、「日本人は英語が苦手。だから世
界一の自動翻訳機をつくります」と。そういうプ
ロジェクトがありました。確かに 10年ぐらいか
どうかはわかりませんが、ネイティブの人は別と
して、アジアの人同士がお互いの共通のコミュニ
ケーションとして使う、ブロークンな下手な英語
くらいであれば、もしかしたら翻訳できるように
なるかもしれない。今だってグーグル翻訳を入れ
れば、それなりの文章をそれなりに訳せるわけで
す。もしかすると 10年たったら、そうなるかも
しれない。
　そうなったらすごいと思いません？　だって英
語だけではなく、何語だって同じようにできるわ
けです。韓国語だって、中国語だって、ヒンズー
語だって何でも。そうすると世界中の人が英語を
介さずに、直接意思疎通ができるようになる。も
しそういう世界になったら、すごいなというか、
一生懸命英語をやってきたおれたちは何だったの
だ、というようなことになるかもしれません。
　そう思うと十に一つぐらいかもしれないけれ
ど、技術の進歩に賭けてもいいのではないかとい
う気も芽生えてきます（笑）。もしそうなったと
きには英語教育の位置づけは、今とは違い単なる
コミュニケーションの道具ではなくなり、本当に
他文化や異文化の理解のための勉強になる日が来
るのかもしれないと、そんなふうに最近思いつつ
あります。
山田　私の個人的な考えということを前提に述
べます。私自身は英語に結構苦労しています。学
生時代、全然英語を勉強していませんので、今に
なってすごく大変です。ということを前提に、半
分開き直りで半分本当に思っているのは、どのレ
ベルで英語ができるようになることが必要かとい
うことです。文法も正しくてネイティブと同じス
ピードでやれたほうがいいのですが、非英語圏の
人々の中には、ある意味、英語を道具だと割りきっ
ている人たちもいるように感じます。場合によっ
ては、それでもいいのではないか。
　ただ、自分の子どものことを考えると、スーパー
グローバル・ハイスクールが出てきたり、国際バ
カロレア認定校が増えてきたりする中で、それ
だったら早めにやらせてあげたいという気持ちも
あります。しかし、今この時点で、必要というのは、
一定レベルでどうにか伝えられる、自分の言いた
いことがあってそれが英語できちんと言える人で
す。遠慮して言わないとか、文法を間違えたら恥
ずかしいから言わないのではなく、それは「もう
いいから、やっちゃおうよ」と、それぐらいの感
じでやれるようになればいいなと思っています。
英語力をどんどん伸ばせる人は伸ばしていってい
ただきたいけれども、不得意だけどどうしても使
わなければいけない人はそのレベルでいいじゃな
いか。
高野　面白い論点になってきました。道具とし
て英語を使う側面は確かにありますが、小野さん
はそれとは異なる面について興味深いことを言わ
れました。「ここが問題だ」と結論をまず主張す
る言い方など、英語能力には英米人の思考方法が
張り付いているということですね。つまり意見を
闘わせるときに、私もアメリカの学会などに行っ
て感じるのは、中野さんが仮説検証の話をしたの
ですが、それは非常に英米的なあるいは近代科学
をベースにしたしゃべり方というか思考方法です
ね。
　日本の起承転結の思考と仮説検証型の思考とは
かなり違うと思います。日本の英語教育は、ある
意味で先進国の英米の思考方法を学校や大学教育
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に無自覚に持ち込んだということです。フランス
などでいうともう少し幅や違いがあって、批判的
な要素を必ず入れて話しなさい。つまりアメリ
カの学校教育では、自分の仮説があってそれを正
当化する理由を三つぐらい言いなさい、というト
レーニングがよくみられます。これに対して、フ
ランスの教育では、対立する意見もあるだから、
それもちゃんと踏まえて論を立てなさいと教育す
るわけです。
　さらにいえば、日本はわりにボヤッとした「起」
から始まり、「結」（結論）は最後に出すわけです。
そういう思考方法というか、habit of mind（心
の習慣）というか、思考の仕方や考え方、あるい
は表現の仕方や論理の組み立て方も、一緒に英語
教育で恐らく無自覚かもしれませんが学ぶはずで
す。僕は初期のころしか知りませんが、道具とし
ての自動翻訳ソフトをかけて翻訳しても、日本語
のロジックになりません。最新のソフトではロ
ジックも含めて翻訳されるのかもしれませんが、
最初はむちゃくちゃでしたので僕は使うのをやめ
ました。
　要するに言語というのは文化、思考方法と張り
ついたものだということです。そういうときに、
では英語教育、英語を学ぶとはどういうことかと
いう問題が恐らくあると思います。山田さんはそ
のことを最前線で実感されている。つまり、企業
の中で道具だと割り切る側面と、単なる道具で
はないという側面もあるとおっしゃったわけです
ね。「たかが道具、されど道具」とおっしゃるのか。
山田　自社にはできる人はいっぱいいて、私が
できないだけです（笑）。ただ、語彙力が少なかっ
たり、文法をこねくり回す力が弱かったりすれば、
短いセンテンスで伝えたいことを言って、「なぜ
なら、なぜなら」でつないでいくしかないですね。
それでも通じる場合もあります。もしかすると、
そういうのが彼らの思考のプロセスにあるのかも
しれません。ただし、少し誤解を招きたくないの
は、できない人はそういう道具レベルでいいよね
といったとしても、経営のレベルになってくると、
それでは済まないので、それを担うべき人材には
本当にしゃべれて、ネイティブと議論できるレベ
ルでやっていただきたいと考えています。
小野　英米人の思考方法と英語とは別ではない、
一緒に学ばなければいけないのではないか、とい
うのはそのとおりだと思います。私の帰国子女仲
間でも英語は話せるけれども、英米人の思考方法
はできないという人はたくさんいます。どういう
人かというと、子どものころ、小学校だったら低
学年で英米圏に行っていた人は発音もいいです
し、英語がしゃべれるかのごとくですが、英米人
の思考方法までは学校で習わなかったわけです。
または習ったとしても、小学校 2、3年生程度の
ものだったという人はいます。この人たちが「英
語できるでしょう？」と言われて、英語屋さんに
なると結構、後で苦労します。
　先ほど高野さんがおっしゃったフランスでは批
判も取り入れてというのも、やはり中学、高校、
大学で随時学んでいくことでしょう。「ウォール・
ストリート・ジャーナル」でも、これは毎回やっ
ています。例えば「この株を買いましょう。買っ
たほうがいいと思う」というような記事だとす
ると、「この株を買ったほうがいい理由 1、2、3。
でも買わないほうがいい理由 1。でもやっぱり
買ったほうがいい理由 4」というので終わるとい
う、フォーミュラ（形式）のようになっています。
ですから、こういったやり方は、いまフランス人
の思考方法とおっしゃったのですが、わりとアメ
リカの新聞でも取り入れているものです。
　先ほど香港の話をしましたが、英語で教育を受
ける人たちがどんどん増えているので、もはやア
メリカ、イギリスに行かなければこういったロ
ジックは身につかないだろうと思いきや、そうで
はないと思います。やはりアジアでも英語で教育
を受ける人が増えてくると、このロジックを取り
入れ、それを日常的に使っている人たちがどんど
ん増えてくる。とすると、使っていない人たちは
どんどん減ってくるわけで、日本の教育方法もこ
のままでいいのでしょうか。少しは英米人だよと
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はいえども、これを少しは学んでおかないと、自
分たちだけが知らない人になってしまわないかと
懸念しています。
遠藤　ちょっと違うことを言っていいですか。今
の話は英語教育の目的ということだと思います。
一つは英語を純粋に道具として使う、もう一つは
英語圏の人のものの考え方、文化やロジックの組
み立て方を学ぶという目的です。早くから、幼稚
園なり小学校からみんなにやったほうがいいとい
うのは、道具のほうだと思います。そっちは全員
に早くからできたほうがいいし、たいていの場合
はそれでいいと思います。小野さんのように英語
でものを書く仕事であるとか、企業のトップで、
海外で交渉するのであればそうでないのかもしれ
ないけれども、基本的には全員に必須でやってく
ださいね、というのは道具として使えるように
なってくださいということだと思います。
　日本で理系の研究者の人たちは海外の学会で発
表するときは英語で発表するし、論文を書くとき
には英語で書きます。その人たちが言っているの
は、世界の共通語は英語ではなく下手な英語だと
いうことです。つまり最低限、言語というか、道
具として相手に通じるものを言える、そういう英
語です。自分の考えを最低限、相手に伝えられる、
そういう英語が最低限必要だというわけです。研
究の内容とかは英語が拙くても伝えられるわけで
す。ですから、自分が言いたいことがあるのが前
提ですけれど、割りきって言ってしまえば道具と
しての英語で十分であって、ものの考え方とかを
学ぶのはそれほど早いうちから、全員がやらなく
てもいいかと思ってしまいます。これは算数とか
数学をやって数学的なものの考え方を学びましょ
う、というのと同じ話で、それほど急いでやらな
くても、おいおいやればいいんじゃないのと思い
ます。
中野　山田さんは 92年ご卒業で、私も法政の経
営学部を 92年に卒業しました。私たちが大学に
いたころ、当時ゼミというのは原書でやっていま
した。高野先生のお話になぞらえて言いますと、
今の学生のほうが、発音がすごくきれいです。山
田さんは違うと思いますが、私は完全にカタカナ
英語しかできません。ただ、当時ゼミで原書など
を読みました。やはり学問を通じて丁寧に文献を
読んで、そこからアメリカの考えなり、イギリス
の考えなりを、「あ、こういう考えなのだという
のをじっくりと学んだ経験があります。そういう
意味では先ほど高野先生がおっしゃった点に、す
ごく共感する部分があります。
　これは過激になるかもしれないのですが、今、
私が教えている学生は、発音は確かにきれいに
なったかもしないけれども、もしかすると文献を
きちんと読んだり、先ほど小野さんがおっしゃっ
た自分の意見を述べたりするとか、こういう力は
以前の学生よりも落ちているかもしれない。大学
は当然グローバル化を今後推し進めていかなけれ
ばならないのですが、ただ単に TOEIC の点数を
上げるとというだけでは、非常に危険なことでは
ないかと思っています。
高野　残り少ない時間になったので、会場から
コメントを寄せていただいた方にご指名をいたし
ます。A さん、コメントは読み上げませんから、
ご自由に意見をおっしゃってください。
Ａ（参加者）　今日いろいろ学ばせていただき、
ありがとうございました。企業と社会と大学が一
緒に同じテーブルで考えるという、とても良い場
だと思いました。提出したコメントでは専門性に
ついて質問しました。実際、大学で学ぶ専門科目
などがどういう位置づけなのか。企業に入ると大
学で習ってきたことが、なかなか生かされないと
いったことにぶつかることが多いのです。ディス
カッションの中で中野先生や皆さんがおっしゃる
中で、両輪ではないですが、学科の専門性と、そ
れをうまく生かす生かし方を、どう大学の中で結
びつけるのかを、まだしっくりではないのですが、
そういうことを考え始めるきっかけにしたと思い
ます。大学でも仮説検証ではありませんが、こう
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いったことを仮説にして実際の教育を通じて検証
されていくのかなと感じました。
高野　次に、ちょっと違った視点のコメントを、
B さんからお願いします。わざわざ鹿児島から来
ていただいたようなので、質問をお願いします。
Ｂ（参加者）　実は鹿児島から飛行機で飛んでき
たわけではなく、オフィスは永田町にあり、期間
限定で東京に勤務している者です。グローバルの
全く対極にあります九州の南の果ての鹿児島の、
しかも最もコンサバティブな公務員をしている者
です。今日はいろいろと勉強になることを聞かせ
ていただきました。職場でも予算査定や人事採用
などをやっていたものですから、たいへん興味深
く聞いていました。個人的には普通に地元高校を
出て職員になり、それから通信教育で大学を出て、
それから大学院に行ってという感じで、仕事半分、
勉強半分、遊び半分です（笑）。
　感じたのはこちらの学部を不勉強であまり知ら
なかったので、今日は知ることができました。学
生さんの発表を聞いたり中野先生のプレゼンを聞
いたりしますと、問題やテーマを自分で見つけさ
せるということで、学部・アンダーグラデュエイ
トだったら、テーマをある程度与えられるわけで、
修士あるいは博士で独自のテーマを見つけるとい
うレベルかとも思ってしまいました。要求水準が
高いと感じました。大学院では公共政策をやりま
したが、公共政策も新しい学問で「公共政策は学
問たり得るか」という問いが常になされており、
似たような問題構造を感じました。
　質問としては、先ほどから問題発見能力という
ところがボトルネックになっているという話だっ
たのですが、あえて若い学部生のときに、それを
求めるのは酷なのかと思います。一度社会に出て、
戻ってきて、遠藤さんも言っていましたけれど、
リカレント教育とかの分野にこの学部として乗り
出していくお考えがあるのか。あるいは別の方法
として、こちらの大学でも通信教育をやっている
ようです。そういうところとの関係とか、何かご
意見があればお聞かせいただければと思います。
高野　ありがとうございました。もう少し広げ
て生涯学習や生涯教育の中で、どのように問題解
決学習をするか、問題解決能力や課題発見能力を
どう育成するとか、そういう話として受け止めた
いと思います。生涯学習という観点で物事を捉え
たときに大学教育の課題やあり方について、何か
ご意見、ご提言をいただけるとありがたいです。
　実は、この学部が出発したときには、社会人入
学枠の定員がそれなりの人数ありました。しかし
昼夜開講をやめ、社会人入学枠を狭めてきた経過
があります。私は学部長もしましたので、今のご
質問を、痛いところをつかれたと思いながら聞い
たわけです。さて、個別の学部のことにとどまら
ず、生涯学習の中でのグローバル化に対応する能
力の問題を、OJT なり Oﬀ-JT なりでどのように
やっていくか、何かご意見があればお願いします。
遠藤　私も実は、官僚となって大学院に派遣さ
れ、ハーバード大学で公共政策をやりました。文
部科学省に入って仕事を何年かしてから留学した
ものですから、ある意味でリカレント教育という
か、仕事をしてからもう一回大学院に行ったわけ
ですね。そのときに思ったのは、学部のときに例
えばミクロ経済やマクロ経済をやりますけれど、
あまりピンと来なかったわけです。やはり仕事を
してみて、それから大学院に行って、改めて学ん
でみると、すごくわかりやすく実感をもって感じ
られた気がしました。
　ハーバードの大学院だからといって、アカデ
ミックなほうの大学院ではなくプロフェッショナ
ルスクールでしたから、政治関係の人や官僚のよ
うな人が世界中から来て修士号を取るというとこ
ろなので、中身はそれほど難しくはありませんで
した。はっきり言って日本の大学でいうと、教養
学部レベルの経済、統計という感じのものでした。
しかし、仕事をしてみてから改めてやると、すご
く意味がわかるというか、身になるという経験を
しました。ですから学部で全部とか、22歳なり
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23歳で社会人になるときまでに全部を身につけ
ている必要があるという発想ではないし、10年
後、20年後に同じことをやっても別の発見、別
の自分の成長もあると思います。そういう意味で
はおっしゃるとおり、何から何までを学部でやろ
うと気張る必要はないと思います。
小野　仕事を始めてから、また学校に戻りたい
なとずっと思いながら、踏切りがつかないという
か、その機会に恵まれなかったものですから、今
でももっと基礎を勉強しておけばよかったな、と
反省する毎日です。そういった身からすれば、や
はり 1年、2年という期間が長いのか、もう少し
短い期間で少し勉強できたらいいのにと、いつも
思っています。山田さんにお聞きしたいのですが、
社内の研修制度が充実していて羨ましいと思って
いたところです。会社と大学と連携するというか、
そういったことも可能なら、私のように時間が取
れないけれども、やはり勉強したいという人には
いいのではないかと思います。
山田　会社と大学の連携というのは、確かにあ
りうると思っています。いろいろな企業、特に海
外を中心にした企業の社内大学（コーポレートユ
ニバーシティ）を見ていくと、建物を持たずに大
学でやるところが増えてきているとの調査結果が
あります。大学と連携して大学のプログラムを、
社会人に学ばせていることが起きているのではな
いかと思っています。まだ日本はそこまでいって
いませんが、そこは研究課題ですし、やっていけ
るところはやっていきたいと思っています。
　第一部で話された論点とも関わりますが、問題
発見能力についてです。確かにそれを学生のとき
にすべて身につけることは、それができていたら
すごいですし、そういう人がいてくれたらと逆に
憧れると思います。しかし、なかなかそうにはな
らないのも確かだろうとも思っています。ただ、
そういったことができるようになる素地は、何か
あるような気がしています。それがキャリアデザ
イン学部でやられている、幅広い観点からの知識
を身につけることであったり、すぐ答えは出ない
かもしれないけれども、何か学んでおくこと、も
しかしたらそれは哲学を学ぶことであったりする
のではないでしょうか。
　いろいろなことに関心をもち、自分の専門領域
はこれだ、というものがありながらも、幅を広げ
ておく、いろいろな体験をしておくことは、やは
り学生のときにしかできないことはあると思いま
す。それはやっておいていただければと思います。
ただし、実際に仕事をやっていくと、具体的にど
のような知識が必要となるかはっきりわかる場合
もあります。それを必要なタイミングで学べるよ
うな社内の研修でありたいですし、それを大学か
ら提供してもらうことも考えられます。特に、先
端の知識は、大学で学ぶことにつなげるのが良い
かもしれません。
高野　先ほど私は学部で社会人学生を減らして
きたという話をしましたが、同時に社会人大学院
も立ち上げました。企業推薦の方や実務資格を
持っている方にも配慮する入試制度も設けて、夜
間に主として社会人対象の修士課程をつくりまし
た。ある意味で学部だけではなく大学院の話も実
はセットにして、生涯にわたって学び直しも含め
た機会をどのようにつくるかは大きな大学の課題
です。キャリアデザイン研究科のシンポジウムも
今月あります。もし学部だけでなく私たちの大学
院に興味をお持ちなら、法政大学のサイトを検索
していただければと思います。
　予定時間が過ぎました。今日は皆さんから課題
をいろいろいただいたと受け止めています。課題
に応えるべく学部の教育を進めて、またの機会に
その結果や成果を皆さんにお返ししたいと思いま
す。最後に、閉会の挨拶を学部長がいたします。
閉会の挨拶
金山喜昭（キャリアデザイン学部長）
　今日はパネリストの先生方、また先ほど発表し
ていただいた卒業生や学生の皆さん、どうもあり
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がとうございました。今日のシンポジウムは高野
先生にモデレーターをやっていただきました。高
野先生も以前学部長でした。その当時もお忙し
かったと思いますが、私も昨年から学部長をやっ
ており、大学の環境が変化しており、もしかする
と当時よりも、さらに忙しくなっているのかもし
れません。
　なぜそう申すかと言いますと、日ごろ私はまさ
に学部のマネジメントの仕事をしています。地道
なことですが、大学の運営や経営的な話題を日常
的に議論しています。そういう立場の中で、本日
このようなシンポジウムを開催したところ、皆様
方から忌憚のないご意見を出していただき、か
なり実質的な議論ができたのではないかと思いま
す。キャリアデザイン学部としても、今後の学部
運営にとって参考になる内容でした。
　今日のシンポジウムではいろいろなことが話題
になりましたが、私なりに大きく 3つの論点にま
とめさせていただきます。
　1つは社会が求める問題解決能力とは何かとい
うことですが、これはかなり大きな論点だったと
思います。これについては、なかなか難しい問題
だということを改めて実感しました。ただ、その
中で出てきたのは、課題を解決する能力が問われ
ているということです。しかしながら、これもい
まに始まったことではありません。
　小林秀雄という文芸評論家の本の中に『考える
ヒント』という作品があります。その中で問う力
が述べられています。要するに物事を質問すると
きには、良い質問と良くない質問、どうでもいい
質問があります。今日お話があったものとしては、
まさにテーマを設定するというのは、いかに良い
質問を立てていくかということの力量が問われる
ということを、改めて確認させていただきました。
　2つ目は、大学の教育について話題になりまし
た。これについては遠藤さんからいろいろと出し
ていただきました。主体性、異文化を理解する、
そして専門性、この 3つの関係について、大学で
やるには専門性が非常に大事だろうというお話で
した。キャリアデザイン学部というのは、この 3
つの関係についてはきちんと射程に入れて学部づ
くりをしました。中野先生の話にありましたよう
に、カリキュラムを改定していく中でその辺の見
直しも絶えずやってきています。本学部の教育の
内容は間違ってなかったと改めて思います。
　ただ、そこで言えるのは専門性のところですが、
今日は学生の皆さんが多いのですが、自分がいか
に、どの専門を身につけていくかは、伝統的なディ
シプリンの学部と違って、いわゆる主体性が問わ
れます。皆さんの主体性によって、自分なりの専
門性を身につけていくことができるのがこの学部
の特徴です。
　それから、今日は話題になりませんでしたが、
専門性を深めていく上ではディシプリン型の学部
は、専攻研究にむけて基礎から積み上げていくこ
とや、学史の教育をきちんとやります。ところが
私たちの学部は、その辺のところが弱い部分があ
ります。これについては、私なりに問題提起をさ
せていただきたいということです。
　3番目、英語の話がいろいろ出ました。これは、
先生方はキャリアが異なるので、英語力について
の考え方もさまざまなものがあると思います。や
はり大学で英語を学ぶ機会は限られていますが、
少しでも身のある英語教育を大学はきちんとやっ
ていかなければいけないということです。現状
TOEIC に対応するような英語力を身につけるこ
とがいいのか、あるいは従来型のように英語学と
しての英語をやっていくのか。
　私が大学のとき今でも覚えているのは、ワーズ
ワースの詩集を教科書にした授業がありました。
それは面白くも何ともなかった。しかし、この年
齢になり、ワーズワースの生家が博物館になって
いるので訪れることがありましたが、何十年たっ
て改めて「ワーズワースって、こういう人だった
のだな」と思いました。ただ、即戦力を求められ
る今の時代で、英語力を大学がどういう形で教育
をしていくのかは、ひとつの課題になるのではな
いかと思いました。
　以上、キャリアデザイン学部の意義を、改めて
確認することができるシンポジウムになったと思
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います。改めましてシンポジウムに参加していた
先生方、それから学部内の先生方や出場した学生
の皆さん、そして今日お越しになっていただいた
皆さん方に感謝を申し上げます。どうもありがと
うございました。（拍手）
武石　今日はお忙しい中、外部からゲストでお
いでいただきました先生、ありがとうございます。
改めて拍手でお礼を申し上げたいと思います。（拍
手）
　以上をもちまして本シンポジウムは終了とさせ
ていただきます。フロアの皆さまもご協力、あり
がとうございました。最後にお願いですが、アン
ケートが袋に入っておりますので、ぜひ来年以降
の参考にしたいと思います。アンケートご記入の
上、お帰りいただければと思います。どうもあり
がとうございました。
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●資料２（遠藤） 
1 
 
キャリアデザイン学部連続シンポジウム「グローカル人材を創る」 レジュメ 
青山社中（株）共同代表・キャリアデザイン学部兼任講師 遠藤洋路 
 
１．どのような人材が求められているのか？（現在） 
 
○このシンポジウムの見解 
※ 本シンポジウムにおいては“グローカル人材”を「①多様な価値観、文化を理
解することのできる豊かな教養と幅広い知識に支えられたグローバルな視野をも
ちながら、②目の前にある“現実”の課題を“実際”に解決していくことのでき
る人材」と定義する。 
⇒グローバルな視野、課題解決能力（= Think globally, act locally) 
 
○法政大学キャリアデザイン学部の見解 
学部ホームページ 
キャリアデザイン学部が育てようとする人材 
法政大学キャリアデザイン学部は、このような社会の急激な変化に力強く、かつ柔
軟に対応するために、自ら学び、考え、行動できる自立／自律的な人を育てていま
す。同時にまた、そのような自立／自律的な生き方を求めている人たちを支援でき
る「人の専門家」を育てることを目ざしています。 
⇒主体性、専門性 
 
○政府の見解 
グローバル人材育成推進会議「グローバル人材育成戦略」（2012.6.4） 
「グローバル人材」の概念を整理すると、概ね、以下のような要素が含まれるもの
と考えられる。 
要素Ⅰ：語学力・コミュニケーション能力  
要素Ⅱ：主体性・積極性、チャレンジ精神、協調性・柔軟性、責任感・使命感 
要素Ⅲ：異文化に対する理解と日本人としてのアイデンティティー 
 
○国際機関の見解 
ＯＥＣＤ キー・コンピテンシー（2003） 
①社会・文化的、技術的ツールを相互作用的に活用する能力 
②多様な社会グループにおける人間関係形成能力 
③自律的に行動する能力 
⇒知性、社会性、主体性 
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2 
 
２．どのような人材が求められてきたのか？（過去） 
 
○約２０年前 
中央教育審議会「21 世紀を展望した我が国の教育の在り方について」（1996(平
8).7.19） 
［生きる力］とは？ 
○ 自分で課題を見つけ、自ら学び、自ら考え、主体的に判断し、行動し、よりよく
問題を解決する能力  
○ 自らを律しつつ、他人と協調し、他人を思いやる心や感動する心など豊かな人間
性とたくましく生きるための健康や体力 
⇒主体性、課題解決能力、人間性（、健康・体力） 
 
○約４０年前 
中央教育審議会「今後における学校教育の総合的な拡充整備のための基本的施策につ
いて」（1971(昭 46).7.19） 
教育がめざすべき目標は、自主的に充実した生活を営む能力、実践的な社会性と創
造的な課題解決の能力とを備えた健康でたくましい人間でなければならない。 
⇒主体性、社会性、課題解決能力 
 
○５０年以上前 
中央教育審議会「教員養成制度の改善方策について」（1958(昭 33).7.28） 
教師は教育に対する正しい使命感と児童生徒に対する深い教育的愛情とを基盤とし
て、世界的視野に立った人間的国民的一般教養を備えるとともに、社会の進展に即
した専門的知識と児童生徒の教育に即した教職教養を有しなければならない。 
⇒世界的視野、教養、専門知識 
 
３．”Think globally, act locally” に欠けているもの（または前提となるもの） 
 
・①グローバルな視野、②課題解決能力、本当に「社会が求める」のはどちらか？ 
（＝ どちらが目的で、どちらが手段か？） 
・目的を達成するために重要なものは何か？ 
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